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１【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した調査企画の全体像   
                               H2 

校種 小学校  
対象学年  第 4 学年  第 5 学年  第 6 学年  
出題範囲  第 3 学年  第 4 学年  第 5 学年  

（1）科学的な思考・表現の系統 
領 域  比 較  関 係 付 け  条 件 制 御  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

エ ネ ル ギー の  
見 方  

風 や ゴ ムの 働 き    
(2) A【 考 】 7-2     
磁 石 の 性質    
(4)  A【 考 】 6-2     
   
      

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

電 気 の 通り 道   電 流 の 働き  
(5) S【 考 】 5-3   (3)ｲ A【 考 】 5-2 

エ ネ ル ギー 資 源  
の 有 効 活用  

    (3)ｲ S【 考 】 5-3 
      

Ｂ 

粒

子 

粒 子 の 存在  
 空 気 と 水の 性 質   
  (1)ｱ A【 考 】 6-2   

粒 子 の 結合  
   
      

粒 子 の 保存 性  
  物 の 溶 け方  
    (1)ｱ B【 考 】 8-3 
    (1)ｲ A【 考 】 8-4 

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

 金 属 、 水、 空 気 と 温 度   

  
(2)ｲ A【 考 】 7-3 

  
(2)ｳ S【 考 】 8-3 

Ｃ 

生

命 

生 物 の 構造 と  
機 能  

昆 虫 と 植物  人 の 体 のつ く り と 運 動   
(1)ｱ A【 考 】 2-3 (1)ｲ B【 考 ・ 知 】 2-2   
      
   
      

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

   
      

生 命 の 連続 性  
身 近 な 植物 の 観 察   植 物 の 発芽 ， 成 長 ， 結 実  
(1)ｳ A【 考 】 1-3   (1)ｳ A【 考 】 1-3 

生 物 と 環境 の  
か か わ り  

      
      

Ｄ 

地

球 

地 球 の 内部  

  流 水 の 働き  
    (3)ｳ S【 考 】 4-3 
太 陽 と 地面 の 様 子  天 気 の 様子   
(3)ｱ S【 考 】 3-3 (3)ｱ A【 考 】 3-2   

地 球 の 表面  

    天 気 の 変化  
    (4)ｲ A【 考 】 3-2 
      
      

地 球 の 周辺  
太 陽 と 地面 の 様 子  月 と 星   
(3)ｲ A【 考 】 4-2 (4)ｱ A【 考 】 4-1   
  (4)ｳ S【 考 】 4-3   

（2）知識・技能の配列 

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

エ ネ ル ギー の  
見 方  

風 や ゴ ムの 働 き   振 り 子 の運 動  
(2)ｱ B【 技 】 7-1   (2)ｱ C【 知 】 6-1 
磁 石 の 性質       
(4)ｱ B【 知 】 6-1   (2)ｱ B【 技 】 6-2 
   
      
      

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

電 気 の 通り 道  電 気 の 働き  電 流 の 働き  
(5)ｱ C【 知 】 5-1 (3)ｱ C【 技 】 5-1 (3)ｱ C【 知 】 5-1 
(5)ｲ B【 知 】 5-2 (3)ｱ B【 技 】 5-2   
  (3)ｲ B【 技 】 5-3  

エ ネ ル ギー 資 源  
の 有 効 活用  

      
      

Ｂ 

粒

子 

粒 子 の 存在  

 空 気 と 水の 性 質   
  (1)ｲ C【 知 】 6-1   
      
      

粒 子 の 結合  
   
      

粒 子 の 保存 性  
物 と 重 さ   物 の 溶 け方  
(1)ｱ B【 技 】 8-1   (1)ｳ C【 知 】 7-1 
(1)ｱ C【 知 】 8-2   (1) B【 知 】 7-2 

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

 金 属 、 水、 空 気 と 温 度   
  (2)ｱ C【 知 】 7-1   
  (2)ｲ B【 技 】 7-2   
  (2)ｳ C【 技 】 8-1   
  (2)ｳ B【 知 】 8-2   

Ｃ 

生

命 

生 物 の 構造 と  
機 能  

昆 虫 と 植物  人 の 体 のつ く り と 運 動   
(1)ｱ C【 知 】 2-1 (1)ｱ C【 知 】 2-1   
(1)ｱ B【 技 】 2-2     
      
   
      
      

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

 季 節 と 生物   
  (2)ｱ B【 技 】 1-1   
  (2)ｱ C【 知 】 1-2   
   
      
   
      

生 命 の 連続 性  

身 近 な 植物 の 観 察   植 物 の 発芽 ・ 成 長 ・ 結 実  
(1)ｲ C【 知 】 1-1   (1) B【 技 】 1-1 
(1) C【 技 】 1-2   (1) C【 技 】 1-2 
    (1) C【 知 】 2-3 
    動 物 の 誕生  
  (2)ｲ B【 技 】 2-1 
    (2)ｲ C【 技 】 2-2 

生 物 と 環境 の  
か か わ り  

   
      

Ｄ 

地

球 

地 球 の 内部  

  流 水 の 働き  
    (3)ｱ B【 技 】 4-1 
    (3)ｱ B【 知 】 4-2 
      
    

地 球 の 表面  

太 陽 と 地面 の 様 子  天 気 の 様子  天 気 の 変化  
(3)ｱ C【 知 】 3-1 (3)ｱ B【 技 】 3-1 (4)ｱ C【 知 】 3-1 
(3)ｱ B【 技 】 3-2     
      

地 球 の 周辺  
太 陽 と 地面 の 様 子  月 と 星   
(3)ｲ C【 技 】 4-1 (4)ｱ C【 知 】 4-2   
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※S～C：設問レベル、【考】科学的な思考・表現、【技】観察・実験の技能 

【知】自然事象についての知識・理解、番号：設問番号 
 
 

中学校  校種  
第 1 学年  第 2 学年  第 3 学年  対象学年  

小学校第 6 学年  第 1 学年  第 2 学年  出題範囲  

 
推 論  分 析 ・ 解釈  領 域  

 力 と 圧 力  電 流  

エ ネ ル ギー の  
見 方  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

  (1)ｲｲ A【 考 】 6-2 (3)ｱ A【 考 】 4-2 
   
      
 光 と 音   
  (1)ｱｲ S【 考 】 5-2   
電 気 の 利用   電 流 と 磁界  エ ネ ル ギー の  

変 換 と 保存  (4)ｲ B【 考 】 5-2   (3)ｲ S【 考 】 5-3 
      エ ネ ル ギー 資 源  

の 有 効 活用        
燃 焼 の しく み    

粒 子 の 存在  

Ｂ 

粒

子 

( 1)ｱ A【 考 】 6-2     
水 溶 液 の性 質   酸 化 と 還元  

粒 子 の 結合  
    (4)ｲ A【 考 】 7-2 
(2)ｳ A【 考 】 7-2    

粒 子 の 保存 性  (2) S【 考 】 7-4     
      
 状 態 変 化   

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー   

 
 

(2)ｳｱ S【 考 】 8-2 
  

  
人 の 体 のつ く り と 働 き  植 物 の 体の つ く り と 働 き   

生 物 の 構造 と  
機 能  

Ｃ 

生

命 

( 1)ｱ A【 考 】 2-1 (1)ｲｲ 【 考 】 1-3   
(1)ｲ B【 考 】 2-2   
植 物 の 養分 と 水 の 通 り 道      
(2)ｱ A【 考 】 1-1     
    動 物 の 仲間  生 物 の 多様 性 と  

共 通 性      (3)ｳ S【 考 】 2-2 
   

生 命 の 連続 性  
      
      生 物 と 環境 の  

か か わ り        
土 地 の つく り と 変 化  火 山 と 地震   

地 球 の 内部  

Ｄ 

地

球 

( 4)ｲ S【 考 】 3-3 (2)ｱｲ A【 考 】 3-2   
 地 層 の 重な り と 過 去 の 様 子   
  (2)ｲｱ A【 考 】 4-2   
    天 気 の 変化  

地 球 の 表面  
    (4)ｲ B【 考 】 3-2 
    日 本 の 気象  
    (4)ｳ S【 考 】 3-4 
月 と 太 陽    

地 球 の 周辺  (5)ｱ B【 考 】 4-2     
      

 
 力 と 圧 力  電 流  

エ ネ ル ギー の  
見 方  

Ａ 

エ

ネ

ル

ギ

ー 

  (1)ｲｱ B【 知 】 6-1 (3)ｱ C【 知 】 4-1 
      
      
 光 と 音  電 流  
  (1)ｱｱ C【 技 】 5-1 (3)ｱ B【 技 】 5-1 
  (1)ｱｳ B【 知 】 5-3   
電 気 の 利用   電 流  

エ ネ ル ギー の  
変 換 と 保存  

(4)ｱ C【 知 】 5-1   (3)ｱ B【 技 】 5-2 
      
      
   エ ネ ル ギー 資 源  

の 有 効 活用        
燃 焼 の しく み  物 質 の すが た  物 質 の 成り 立 ち  

粒 子 の 存在  

Ｂ 

粒

子 

( 1) B【 技 】 6-1 (2)ｱｱ C【 知 】 7-1 (4)ｱ B【 技 】 6-1 
  (2)ｱ B【 技 】 7-2 (4)ｱ C【 知 】 6-2 
  (2)ｱｲ C【 技 】 8-1   
水 溶 液 の性 質   酸 化 と 還元  

粒 子 の 結合  
(2)ｲ B【 技 】 7-1   (4)ｲ B【 技 】 7-1 
(2)ｳ C【 知 】 7-3 水 溶 液    

粒 子 の 保存 性    (2)ｲｲ  B【 技 】 8-1   
      
 状 態 変 化   

粒 子 の もつ  
エ ネ ル ギー  

  ※  科学的な思考・表現のみ出題   
      
    
      
人 の 体 のつ く り と 働 き  植 物 の 体の つ く り と 働 き  生 物 と 細胞  

生 物 の 構造 と  
機 能  

Ｃ 

生

命 

( 1)ｲ C【 知 】 2-3 (1)ｲｲ B【 技 】 1-2 (3)ｱ C【 技 】 1-1 
(1) B【 技 】 2-4 (1)ｲｲ C【 知 】 2-1 動 物 の 体の つ く り と 働 き  
  (1)ｲｱ C【 知 】 2-2 (3)ｱ B【 技 】 1-2 
植 物 の 養分 と 水 の 通 り 道  (1)ｳｲ C【 知 】 2-3 動 物 の 体の つ く り と 働 き  
(2)ｱ C【 知 】 1-2   (3)ｲ C【 知 】 1-3 
(2)ｲ B【 技 】 1-3   (3)ｲ C【 知 】 1-4 
  動 物 の 仲間  

生 物 の 多様 性 と  
共 通 性  

    (3)ｳ C【 知 】 2-1 
      
   
      
   
      
   

生 命 の 連続 性  

      
      
      
      
   
      
 生 物 の 観察   生 物 と 環境 の  

か か わ り    (1)ｱｱ B【 技 】 1-1   
土 地 の つく り と 変 化  火 山 と 地震   

地 球 の 内部  

Ｄ 

地

球 

( 4)ｱ C【 技 】 3-1 (2)ｱｱ C【 知 】 3-1   
(4)ｱ C【 知 】 3-2     
  地 層 の 重な り と 過 去 の 様 子    
  (2)ｲｱ C【 知 】 4-1   
  天 気 の 変化  

地 球 の 表面  
    (4)ｲ B【 知 】 3-1 
    日 本 の 気象  
    (4)ｳ C【 知 】 3-3 
月 と 太 陽    

地 球 の 周辺  (5)ｱ C【 知 】 4-1     
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２ 結果の分析と考察                           

 
（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階)(再掲) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年   

第 4 学年 3.23 

第 5 学年 3.08 

第 6 学年 2.98 

中学校 

第 1 学年 2.77 

第 2 学年 2.60 

第 3 学年 2.50 

 

 

 

（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体)(再掲) 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 66.1 65.4 63.3 59.5 57.1 50.4

R1 22.1 22.2 25.3 26.3 25.0 16.3

R2 47.5 47.9 50.5 48.4 47.4 40.7

R3 64.3 66.8 65.4 64.6 67.0 63.6

R4 78.9 81.5 78.7 79.0 80.7 81.1

R5 90.5 90.7 89.4 90.0 91.7 90.8

0.0
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60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

18.5%

16.6%

12.0%

9.8%

9.0%

6.5%

33.6%

31.0%

30.1%

24.1%

18.9%

17.3%

32.0%

32.8%

30.9%

30.9%

34.8%

33.0%

10.9%

15.3%

22.4%

28.7%

29.2%
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〔学力段階に関する考察〕 

 ○「杉並区教育ビジョン 2012 推進計画」の目標Ⅰに準拠すると、中学校第 3 学年にお

ける R3 以上の割合は 47.9％であり、平成 33 年度の目標値 80％からは 32.1 ポイント

低い状況である。この状況を生徒数に換算すると、平成 33 年度目標値に至るために

は、杉並区全体では 683 人、1 校あたりでは約 29 人を R3（以上）に引き上げる必要

がある。 

 ○R1 の割合は、小学校第 4 学年が 6.5％、第 5 学年が 9.0％、第 6 学年が 9.8％、中学

校第 1 学年が 12.0％、第 2 学年が 16.6％、第 3 学年が 18.5％で、総計で 12 ポイント

増加している。R1 は、主として基礎 C の設問を通過できなかった場合の評定である。

基礎 C は「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の全領域から出題しており、理科

における基礎的・基本的な知識やその理解を内容としている。 

○また、R4 と 5 を合計した割合は、学年進行に伴って小学校第 4 学年から中学校第 1 学

年で 16.2 ポイント減少し、中学校第 1 学年から第 3 学年では 11.1 ポイント減少して

いる。 

 ◎（概括）学年進行に伴い R1・2 の割合が増加し、R3 から 5 の割合が減少する傾向があ

る。まず、R1 を減少させる学習が必要である。観察・実験の具体的な体験を通して

学ぶ楽しさを味わわせるなどきめ細かな学習の展開から、基礎的・基本的な知識の確

実な習得・定着を図る。また、R4・5 を維持・増加させる学習も望まれる。問題解決

学習の過程において予想や考察、活用の場面の学習を自ら問いをもつよう工夫し、児

童・生徒が考えを説明し話し合う学習を充実する。このような学びを具体化する指導

の工夫が重要である。 

 

〔教科全体の学力段階ごとの平均正答率に関する考察〕                          

 ○段階ごとの正答率は小学校では同程度である。中学校では R1 と 2 が低下している。

全体の正答率は小学校第 4 学年から第 6 学年では 2.8 ポイントの減少であるものの、

中学校第 1 学年から第 3 学年で 9.1 ポイント減少している。また、学年進行に伴い

R1・2 の割合が増加し、R4 から 5 が減少している。 

 ○段階間の正答率の差は、どの学年も下位の段階に行くほど大きくなる傾向がある。 

 ○小学校第 4 学年では、R1 と 2 の差は 25.4 ポイント、R2 と 3 の差は 16.4 ポイントと

なる。中学校第 3 学年では、R1 と 2 の差は 24.4 ポイント、R2 と 3 の差は 22.9 ポイ

ントである。ここで、R1・2 に対しては、それぞれの実態に応じた個別の学びを重視

するとともに、解決や理解を深めるための協同の学びを積極的に取り入れ、習得と定

着の徹底を図る必要がある。 

 ◎（概括）問題解決学習の積み重ねから思考力・表現力の育成を図るとともに、観察・

実験等の体験的な学習を通して知識や技能を身に付けるためには、個別に選ぶ・探究

に浸る・協同して共に生きる学びを内発的な問題解決過程として発現させることが求

められる。また、その過程では、実感を伴った知識の理解や技能の習得の積み重ねが

欠かせず、正確な事実の把握に基づいた思考力・表現力を高めることが必須である。 



- 90 - 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の学力段階ごとの平均正答率 

 ①基礎・活用別 

ア 基礎 

 

イ 活用 

 

 ②観点別 

ア 科学的な思考・表現 

 

イ 観察・実験の技能 

 

ウ 自然事象についての知識・理解 

 

 

③領域別 

ア エネルギー 

 

イ 粒子 

 

ウ 生命 

 

エ 地球 
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〔基礎・活用別の考察〕 

 ○「基礎」の正答率は、学年進行に伴う低下の傾向があり、中学校第 2 学年、第 3 学年

では顕著である。「活用」の正答率は、学年進行で変化しているものの、一貫した低

下傾向はみられない。 

 ○段階別に学年進行による変化をみると、「基礎」では中学校の R3～1 で低下、「活用」

では中学校の R1～5 で上昇の傾向がみられる。 

 

〔観点別の考察〕 

 ○「科学的な思考・表現」は、小学校では第 4 学年から第 5 学年で R1～5 に上昇の傾向

がみられる。中学校第 2 学年と第 3 学年では R2～5 に上昇がみられる。 

○「観察・実験の技能」は、全ての学力段階で小学校第 4 学年から中学校第 1 学年まで

に上昇の傾向が、中学校第 1 学年から第 3 学年までは低下の傾向がみられる。 

○「自然事象についての知識・理解」は、小学校では学年進行によらずどの段階もほぼ

同程度であるものの、中学校では R4・5 は同程度、R1～3 は低下の傾向がみられる。 

 ○「科学的な思考・表現」は、学年進行に伴う変化が少ない。「観察・実験の技能」

「自然事象についての知識・理解」は学年進行に伴う変化が大きい。 

 

〔領域別の考察〕 

○「エネルギー」領域は、小学校第 5 学年を除き学年進行で低下している。「粒子」領

域は小学校第 4 学年・第 6 学年以外は学年進行によらず同程度である。「生命」領域

は、学年進行による変化が大きい。「地球」領域は、学年進行による変化が少ない。 

  

◎（概括 1）上記は、正答率を主たる材料にした考察であり、また同児童・生徒の経年

変化に基づくものではない。したがって、正答率のわずかな変化や差をもって、学年

進行に伴う傾向や観点・領域間を比較した結果を同定することは避けるべきである。 

◎（概括 2）「活用」では、学年進行にかかわらずどの学力段階も通過率に増減がほぼ

なく、段階間の差もほぼ同等である。ここから学年進行にかかわらず学力段階がほぼ

固定されていることが考えられる。済美教育センターによる出前授業を活用するなど、

身に付けた知識・技能をものづくりや日常生活との関わりの中で活用するといった具

体的な体験を通した学びの場を設定することが重要である。 

◎（概括 3）技能の習得については、授業における観察・実験の経験によるところが大

きい。実際の実験器具を用いて具体的な操作方法を示し、一人一人が試行錯誤しなが

ら繰り返し観察・実験を進められるよう、十分な環境と時間を確保することが肝要で

ある。 

◎（概括 4）観察・実験の難しさなどの特性がある領域の指導においては、映像資料や

ICT の活用を工夫することにより、実感を伴った理解を深めていく必要がある。その

際、一人一人の興味や関心、問いに応じた主体的な問題解決を目指すとともに、児

童・生徒が自ら必要を感じて行う協同を促すことで学びをより確かなものとする。 
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（4）領域別に抽出した設問の(準)通過率・無答率 

 ア エネルギー 

  ①「電気」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 5-1 (5)ｱ 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること【知】 

第 5 学年 基礎 C 5-1 (3)ｱ 記号を使った回路図から実際の回路を読み取ることができる 【技】 

第 6 学年 基礎 C 5-1 (3)ｱ 電流の向きが変わると、電磁石の極が変わる【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-2 (4)ｴ 電気は光、熱、音などに変えることができること【考・知】 

第 2 学年     

第 3 学年 基礎 B 5-2 (3)ｱ 電流による発熱実験の考察【技】 

 

 

 

②「比較」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 5-1 (5)ｱ 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること 【知】 

第 5 学年 基礎 C 5-3 (3)ｲ 乾電池の働きと電池の数を関係付け電気の働きに考えをもつこと【知】 

第 6 学年 基礎 C 5-1 (3)ｱ 電流の向きが変わると、電磁石の極が変わること【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 5-2 (4)ｲ 電気は、光、音、熱などに変えることができること【知】 

第 2 学年 基礎 C 6-1 (1)ｲ 重さと質量の違いについて捉えること【知】 

第 3 学年 基礎 B 5-2 (3)ｱ 電流による発熱実験を考察すること【技】 
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〔「電気」に関する設問の考察〕 

電気に関する単元は、小学校第 3 学年から第 6 学年、中学校第 2 学年に設定されて

いる。小学校第 4 学年は豆電球と乾電池のつなぎ方の設問で基礎 C、全体の通過率は

97.8％。第 5 学年は回路図に合う回路を選ぶ設問で基礎 C、90.0％。第 6 学年は電流

の流れる向きと電磁石の極の設問で基礎 C、83.0％。中学校第 1 学年は豆電球と発光

ダイオードの性能の比較の設問で基礎 B、79.1％であった。中学校第 3 学年は三つの

異なる電熱線を使った発熱実験の設問で基礎 B、70.1％である。学年進行にしたがっ

て通過率の低下がみられる。 

電気に関する単元の特性として、視覚で捉えられない電流などへの理解を図るた

めには、観察・実験の体験の積み重ねが重要である。通過率低下の背景には、これら

の学習における観察・実験の経験量の不足も要因として考えられる。 

例えば、小学校第 3 学年が豆電球に明かりをつける活動に比べ、小学校第 6 学年の

手回し発電機を活用した発電・蓄電の活動は、実験者の役割分担が固定化されるなど

児童全員が主体的に試行錯誤して実験を行うのが難しい。このように学年進行に伴っ

て観察・実験が複雑化・高度化していく中で経験量の差が拡大し、とりわけ R1 と 2

の児童・生徒において十分な学びが図られないことがある。 

観察・実験においては、何を探究していくのかを明確にし、協同の学びを取り入

れて個の学びをより確かなものにしていくことが必要である。 

現在小学校第 3 学年、第 5 学年で行われているものづくりの出前授業などの活用に

より、一人一人の学びの量と質をなお高めていく必要がある。 

 

〔「比較」に関する設問の考察〕 

理科の学習を通して育む思考力のうち、比較する考え方は、主に小学校第 3 学年で

育成する。その後、各学年で問題を把握し解決する場面で最も基本的な思考方法とし

て使われる。 

小学校第 4 学年は豆電球に明かりがつく乾電池へのつなぎ方の設問で基礎 C、全体

の通過率は 97.8％。第 5 学年は三つの回路からモーターが速く回るものを選ぶ設問

で基礎 C、67.8％。第 6 学年は二つの実験の図を比較し結果から分かることの設問で

基礎 C、83.0％。中学校第 1 学年は発光ダイオードと豆電球の性能を比較する設問で

基礎 C、79.1％であった。第 2 学年は上皿てんびんとばねばかりの比較から重力と質

量の違いを捉える設問で基礎 C、76.1％。第 3 学年は 3 本の電熱線の発熱量のグラフ

を比較する設問で基礎 B、70.1％であり、これらの結果から、調査対象の児童・生徒

が異なることを考慮しても、比較する考え方は定着し活用されていると考えられる。 

しかし、問題解決の能力の基盤となる比較する能力をなお高めていくには、問題

解決の学習過程の事象提示・課題把握・予想や実験の結果や考察の場面等において、

比較や関係付けなどを意識して考えさせる、文章等に表現させる、説明し合う、発表

交流するなどの学習経験を拡充する必要がある。 
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 イ  粒子 

  ①「粒子の保存性」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 8-2 (1)ｱ 物は形が変わっても重さは変わらないこと【知】 

第 5 学年 基礎 B 6-1 (1)ｲ 閉じ込めた空気は縮められるが水は縮められないこと【知】 

第 6 学年 基礎 C 7-1 (1)ｳ 物が水に溶けても、重さは変わらないこと【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 7-3 (2)ｳ 水溶液の性質や働きについて考えをもつこと【知】 

第 2 学年 基礎 B 8-1 (2)ｲ 水溶液から溶質を取り出すことを溶解度曲線と関連付けること 【技】 

第 3 学年 基礎 B 6-1 (4)ｧ 炭酸水素ナトリウムの熱分解【技】 

  

 

 

  ②「実験の技能」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 B 8-1 (1)ｱ 天秤、はかりを正しい操作すること【技】 

第 5 学年 基礎 B 7-2 (2)ｲ 空気、水、金属の温まり方を調べること【技】 

第 6 学年 基礎 B 7-2 (1) メスシリンダーを正しく操作すること【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 6-1 (1) 正しい気体検知管を選ぶこと【技】 

第 2 学年 基礎 B 7-2 (2)ｱ ガスバーナーを正しく操作すること【技】 

第 3 学年 基礎 B 6-1 (4)ｱ 炭酸水素ナトリウムの熱分解【技】 

 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 無答率(全体) R1 R2 R3 R4 R5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 無答率(全体) R1 R2 R3 R4 R5



Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察  

- 95 - 

 

 

 

〔「粒子の保存性」に関する設問の考察〕 

小学校第 4 学年は紙を丸めたり小さく切ったりしたときの重さの変化に関する設問

で基礎 C、全体の通過率は 81.2％。第 5 学年は閉じ込めた水と空気を圧したときの変

化とその理由を述べる設問で基礎 B、80.1％。第 6 学年は水に溶かす前と溶かした後

の重さの変化の設問で基礎 C、89.1％。中学校第 1 学年は、実験結果からアルミニウ

ムが別の物質に変わったことを問う設問で基礎 C、49.3％であった。中学校第 2 学年

は硝酸カリウムの溶解度のグラフから飽和水溶液を冷やしたときに出る結晶の量を求

める設問で基礎 B、42.0％。第 3 学年は炭酸水素ナトリウムの熱分解についての設問

で基礎 B、66.2％であった。 

小学校 3・4・5 学年の結果と比較すると、中学校 1・2 学年は通過率の低下も大き

い。小学校第 3 学年の重さ比べの体験、第 4 学年の閉じ込めた空気と水の手ごたえの

体験、第 5 学年の溶かす前と溶かした後の重さが変わらなかった計測の体験が、その

後の学年での物質の変化、溶解度の変化、熱分解等の事象に、粒子の保存性の観点か

ら十分に結び付いていないと考えられる。 

豊富な体験活動を経験させることは有効だが、体験の結果のみをそれぞれの知識

としていくだけでなく、共通する観点から整理・分析、解釈・考察していくことが、

知識の確実な理解や科学的に思考し表現する力を育むために必要と考えられる。 

 

〔「実験の技能」に関する設問の考察〕 

粒子領域の学習では多くの実験が行われている。そのため、実験の技能の習得も

重要な課題となる。 

小学校第 4 学年は、てんびんやはかりの正しい操作に関する設問で基礎 B、全体の

通過率は 59.1％。第 5 学年は線香のけむり、削り節やインク、示温テープ、ろう、

物の温まり方を調べる実験での正しい操作の設問で基礎 B、55.9％。第 6 学年ではメ

スシリンダーの正しい操作の設問で基礎 B、83.5％。中学校第 1 学年は目的に合った

二酸化炭素用気体検知管を選択の設問で基礎 B、73.3％であった。第 2 学年ではガス

バーナーの正しい使い方の手順の設問で基礎 B、73.6％。第 3 学年は石灰水、塩化コ

バルト紙、フェノールフタレイン溶液の変化から分かることの設問で基礎 B、66.2％

であった。 

基礎・基本となる実験の技能の習得については、一定の成果がみられる。段階別

にみると、R3～R5 は学年進行に伴って上昇の傾向がみられる。R1・2 は学年間の差が

大きく、R3～R5 との差も大きい。 

この結果から、R3～R5 の児童・生徒は技能の確実な習得がなされている一方、

R1・2 はグループでの実験などで用具器具の操作に十分に関わることができず、技能

の習得が不足していることが考えられる。観察・実験を行う際には、学習形態や役割

分担を工夫し、全ての児童・生徒が目的を理解して実験器具を扱い具体的に操作する

機会を十分に確保して技能の習得を目指す必要がある。 
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 ウ 生命 

  ①「動物の体のつくり」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 2-1 (1)ｱ 昆虫の体の特徴【知】 

第 5 学年 基礎 C 2-1 (1)ｱ 人の体には骨と筋肉があること【知】 

第 6 学年 基礎 C 2-2 (2)ｲ 水の中の小さな生き物の顕微鏡観察【知】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 2-4 (1)ｳ 体をめぐる血液のはたらき【知】 

第 2 学年     

第 3 学年 基礎 C 1-4 (3)ｲ ひとみの大きさの変化・反射【知】 

 

 

  ②「観察・実験」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 B 2-2 (1)ｱ 身近に見られる昆虫を育てること【技】 

第 5 学年 基礎 C 1-2 (2)ｱ 植物や動物の活動が季節によって違うこと【技】 

第 6 学年 基礎 B 1-1 (1)ｳ 発芽実験の箱をかぶせる理由【技】 

中
学
校 

第 1 学年 基礎 B 1-3 (2)ｲ 植物の通り道を調べた結果からそのはたらきを考えること【技】 

第 2 学年 基礎 B 1-2 (1)ｲ 植物の光合成実験の BTB 溶液の変化【技】 

第 3 学年 基礎 B 1-2 (3)ｲ ヨウ素液とベネジクト液で分かること【技】 
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〔「動物の体のつくりと働き」に関する設問の考察〕 

生命領域では、植物の体のつくりと働き及び動物の体のつくりと働きについて単

元が配当されている。ここでは、動物の体のつくりと働きについて述べる。 

小学校第 4 学年はアリ（昆虫）の足のつき方に関する設問で基礎 C、全体の通過率

は 75.0％。第 5 学年は人の体の骨や筋肉、関節のつくりやはたらきの設問で基礎 C、

92.5％。第 6 学年は水中の小さな生き物の顕微鏡観察による識別の設問で基礎 C、

46.1％。中学校第 1 学年は人の体をめぐる血液のはたらきの設問で基礎 B、63.5％で

ある。 

中学校第 3 学年は人の体、周りの明るさに適応したひとみの大きさの変化（反射）

の設問で基礎 C、44.9％である。 

これらの設問では、学年による通過率の差が大きく、小学校第 6 学年や中学校第 3

学年は課題がある。 

人や動物の体のつくりと働きについては、そのものに直接触れて観察し確かめる

ことができないことが多く、体のつくりや働きのイメージをもちにくい。そこで、学

習では、模型などの具体物、人や動物の映像や ICT などを活用するなどして、体のつ

くりや働きのイメージをもたせる工夫をして進めていきたい。 

 

〔「観察・実験」に関する設問の考察〕 

 生命領域では、植物の栽培や動物の飼育の活動と観察や実験の活動をどのように行

うかも重要な課題である。 

 小学校第 4 学年はカイコガ、トンボ、モンシロチョウの幼虫の飼育の方法の設問で

基礎 B、全体の通過率は 83.8％。第 5 学年は生き物の冬越しの様子の設問で基礎 C、

79.0％。第 6 学年は発芽実験での条件制御の設問で基礎 B、78.9％。中学校第 1 学年

は染色した茎の観察図から植物の水の通り道を考える設問で基礎 B、64.0％であった。

中学校第 2 学年は植物の光合成の実験で使用する BTB 液の色の変化の設問で基礎 B、

44.0％。第 3 学年はだ液の実験においてヨウ素液とベネジクト液で確かめられること

の設問で基礎 B、40.4％であった。 

小学校での観察活動に関わる設問の通過率はおおむね想定に近いが、中学校での

生物実験に用いる試薬に関わる設問の通過率には課題がある。 

小学校第 3 学年の昆虫の観察では、昆虫の卵や幼虫を探し、それらを飼育し観察す

る。第 4 学年の季節と生き物では、年間を通して植物や動物の変化の様子を継続した

観察をする。この段階での大きさ・色・形など視点を明確にした観察と丁寧なスケッ

チなどの活動が、第 5 学年からの観察や条件を制御した生物実験の素地となる。 

その後生物実験では、肉眼では見えにくい事象を捉える工夫として、ヨウ素液や

BTB 溶液、ベネジクト液などの試薬が導入される。その際、試薬の目的と色変化から

証明できることを、多様な実験等の体験活動を通して有用性を含み理解させることが

重要である。 
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 エ 地球 

  ①「月と太陽」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 基礎 C 3-1 (3)ｱ かげは人や物が太陽の光をさえぎるとできること【知】 

第 5 学年 基礎 C 4-2 (4)ｱ 星には明るさや色の違いがあること【知】 

第 6 学年     

中
学
校 

第 1 学年 基礎 C 4-2 (5)ｱ 月の形は太陽と月の位置によって変わること【知】 

第 2 学年     

第 3 学年     

   

 

 

  ②「思考・表現(推論)」に関する設問の出題趣旨と学力段階別(準)通過率(％) 

校種・学年 レベル 番号 出題趣旨・内容【観点】 

小
学
校 

第 3 学年     

第 4 学年 活用 S 3-3 (3)ｱ 日陰の位置と太陽の位置を比較し、太陽の動きについて考えをもつこと【考】 

第 5 学年 活用 S 4-3 (4)ｳ 星の集まりは時刻により並び方は変わらないが位置が変わること【考】 

第 6 学年 活用 A 3-2 (4)ｲ 天気の変化は、映像などの気象情報を用いて予想できること 【考】 

中
学
校 

第 1 学年 活用 S 3-3 (4)ｲ 地層は流れる水の働きや火山に噴火によってできること【考】 

第 2 学年 活用 A 3-2 (2)ｱ 地震の大きさや伝わり方の規則性を捉えること 【考】 

第 3 学年 活用 A 3-3 (4)ｳ 日本の気象を日本付近の大気の動きや海洋の影響に関連付けて捉えること【考】 
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〔「月と太陽と星と地球」に関する設問の考察〕 

地球領域では、月、太陽、星、地球に関わる設問について考察をする。 

小学校第 4 学年は太陽によってできるかげの観察の設問で基礎 C、全体の通過率は

88.4％。第 5 学年は星の知識を問う設問で基礎 C、89.6％。中学校第 1 学年は月の満

ち欠けのモデル実験で太陽・月・地球に見立てたものを特定する設問で基礎 C、

90.1％である。中学校では天体の学習が第 3 学年にあるため、調査の対象外となる。 

各設問の通過率はおおむね想定のとおりである。 

小学校第 3 学年においては具体的な体験を通してかげを観察し、太陽の動きと関係

付けて考えさせる。しかし、第 4 学年の月の動き、星の動き、第 6 学年の月と太陽、

中学校第 3 学年の天体の動きと地球の自転・公転、太陽系と恒星の学習では、一部を

除き昼間の学校での観察活動は難しい。実際の観察は夜間の家庭学習にゆだねられる

が、個別の活動となり正確な観察や記録は難しい。 

そこで、小学校第 4 学年と第 6 学年、中学校第 3 学年の学習では、移動式プラネタ

リウムの出前授業と連携した学習を展開することが求められる。プラネタリウムの学

習を天体に関する興味・関心を高め、理解を深めていくうえで中心的な学習体験とし

て意図的に位置付けていくことが重要である。 

 

〔「思考・表現(推論)」に関する設問の考察〕 

推論の考え方は、エネルギー・粒子・生命領域での実験の結果等の事実から分か

ることを考え、表現する考察段階において重要である。また、地球領域では得られた

情報や規則性を活用して予測し説明する活動でも推論の考え方を活用する。 

小学校第 4 学年の棒のかげの動きと長さから 1 日の太陽の動き方を推論し説明する

設問で活用 S、全体の通過率は 29.5％。第 5 学年のオリオン座の 2 時間後の位置と並

び方を予想する設問で活用 S、50.1％。第 6 学年は気象情報から 12 時間後の天気を予

想する設問で活用 A、11.0％。中学校第 1 学年は流水による地層のでき方についてモ

デル実験の結果から説明する設問で活用 S、33.8％であった。中学校第 2 学年は、4

地点の P 波、S 波到達時刻から震源の距離と地震の大きさを説明する設問で活用 A、

47.5％。第 3 学年は、気象情報から 12 時間後の天気を予想する設問で活用 A、通過率

は 44.6％であった。 

通過率はおよそ想定したところにあるが、無答率が高いのは推論した考えを説明

する自由記述の回答形式に関わる課題を示している。このことは、他の活用 A、活用

S、思考・表現の記述を求める設問についても同様であった。 

この課題の解決には、文章の読解力や表現力等の基本となる能力の育成だけでは

なく、個別と協同の学びを通じて深く探究する過程を理科学習にどのように位置付け

るかが問われる。従来型の知識伝達だけでなく、問題解決の過程において児童生徒が

予想や考察を立て、説明する、説明し合う学習場面を設定し、様々な方法を使って説

明するなど対話する活動を充実することからこの課題解決に迫る必要がある。 
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の
読
み
方
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
5
.6

4
6
.5

7
8
.3

8
5
.9

9
3
.4

9
6
.4

1
.9

2
5
.6

0
.9

0
.2

0
.1

0
.0

1
1

4
2

日
な
た
と
日
陰
の
地
面
の
様
子
の
違
い
に
つ
い
て
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
地
面
の
様
子
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

日
な
た
の
地
面
が
日
陰
の
地
面
よ
り
温
度
の
変
わ
り
方
が
大
き
か
っ
た
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
5
.7

4
.2

1
3
.2

2
3
.0

5
2
.6

8
0
.4

7
.6

4
3
.7

1
4
.8

5
.3

1
.1

0
.6

1
2

5
1

電
気
を
通
す
つ
な
ぎ
方
と
通
さ
な
い
乾
電
池
の
つ
な
ぎ
方
が
あ
る
こ
と

乾
電
池
に
ソ
ケ
ッ
ト
・
豆
電
球
を
幾
つ
か
の
付
け
方
で
つ
な
ぎ
、
明
か
り
が
つ
く
も
の
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
7
.8

7
3
.5

9
8
.8

9
9
.4

9
9
.8

1
0
0
.0

1
.6

2
2
.3

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

5
2

物
に
は
、
電
気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
、
磁
石
に
引
き
付
け
ら
れ
る
物
と
引
き
付
け
ら
れ
な
い
物
が
あ
る
こ
と

提
示
し
た
身
の
回
り
の
物
か
ら
、
電
気
を
通
す
も
の
、
電
気
を
通
さ
な
い
も
の
を
全
て
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
5
.3

2
2
.3

5
0
.9

7
7
.6

9
0
.3

9
4
.3

2
.2

2
7
.9

1
.6

0
.3

0
.0

0
.3

1
4

5
3

電
気
を
通
す
つ
な
ぎ
方
、
電
気
を
通
す
物
を
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
電
気
の
回
路
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

豆
電
球
の
明
か
り
が
つ
か
な
い
時
、
回
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
た
ら
よ
い
か
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
2
.4

1
.4

1
1
.1

2
2
.5

4
3
.5

8
5
.2

6
.3

4
4
.7

1
2
.7

3
.2

0
.5

0
.0

1
5

6
1

物
に
は
、
電
気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
、
磁
石
に
引
き
付
け
ら
れ
る
物
と
引
き
付
け
ら
れ
な
い
物
が
あ
る
こ
と

身
の
回
り
の
物
か
ら
磁
石
に
つ
く
も
の
、
磁
石
に
つ
か
な
い
も
の
を
全
て
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
4
.4

2
7
.4

6
5
.8

8
9
.7

9
5
.9

9
8
.5

3
.6

3
6
.7

6
.2

0
.3

0
.1

0
.0

1
6

6
2

身
の
回
り
の
道
具
な
ど
に
は
、
磁
石
の
性
質
を
利
用
し
た
物
が
多
く
あ
る
こ
と

空
き
缶
を
分
別
す
る
た
め
に
磁
石
を
使
っ
て
い
る
分
別
機
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
2
.5

4
.7

2
7
.1

5
8
.4

8
5
.7

9
7
.6

1
3
.7

6
2
.8

2
9
.6

1
1
.0

2
.5

0
.3

1
7

7
1

ゴ
ム
の
力
は
、
物
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
風
ま
た
は
ゴ
ム
の
ど
ち
ら
か
で
）

ゴ
ム
の
伸
ば
す
長
さ
に
よ
っ
て
動
く
車
の
実
験
の
記
録
を
何
回
も
測
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
3
.7

1
3
.0

4
5
.6

7
5
.5

9
1
.7

9
5
.8

8
.8

6
1
.4

1
7
.6

4
.3

0
.7

0
.9

1
8

7
2

物
を
動
か
す
に
は
色
々
な
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

ゴ
ム
以
外
の
力
で
動
く
車
を
作
り
た
い
ゴ
ム
以
外
に
車
を
動
か
す
方
法
を
考
え
、
設
計
図
を
か
く

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
4
.5

4
.2

2
5
.2

4
5
.5

7
7
.1

9
2
.5

1
1
.8

5
9
.1

2
7
.5

8
.6

1
.0

0
.3

1
9

8
1

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

も
の
の
重
さ
比
べ
の
方
法
に
関
連
し
て
、
は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
9
.1

1
6
.7

3
4
.3

5
5
.4

7
5
.8

8
6
.1

7
.6

4
6
.5

1
6
.7

4
.0

0
.6

1
.5

2
0

8
2

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

折
り
紙
を
①
折
っ
て
い
な
い
と
き
②
折
り
鶴
を
折
っ
た
と
き
③
小
さ
く
分
け
た
と
き
の
重
さ
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.2

7
.9

6
1
.3

8
6
.0

9
6
.1

9
7
.6

8
.8

5
9
.1

1
8
.1

4
.4

0
.8

0
.6

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
6
.1

2
2
.1

4
7
.5

6
4
.3

7
8
.9

9
0
.5

1
4

7
0
.0

7
7
.8

3
0
.3

6
1
.4

7
9
.1

8
9
.3

9
4
.3

6
3
0
.0

3
8
.9

2
.9

1
5
.0

2
9
.9

5
4
.6

8
1
.5

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
4
2
.3

5
.4

1
9
.1

3
4
.5

5
7
.3

8
2
.1

6
3
0
.0

3
7
2
.2

2
5
.6

5
3
.3

7
2
.1

8
5
.4

9
1
.9

8
4
0
.0

4
8
1
.9

3
3
.8

6
7
.4

8
4
.3

9
2
.3

9
6
.1

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

A
6
8
.7

2
0
.9

4
6
.4

6
6
.9

8
3
.4

9
4
.8

2
1
0
.0

B
7
0
.1

1
2
.3

4
7
.8

7
0
.7

8
6
.0

9
1
.9

6
3
0
.0

C
6
8
.5

2
7
.0

5
3
.3

6
7
.9

7
9
.2

8
8
.3

5
2
5
.0

D
5
8
.1

2
1
.7

4
1
.9

5
3
.8

6
9
.5

8
6
.4

0
0
.0

E
0
.0

#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

6
.5
%

1
7
.3
%

3
3
.0
%

3
3
.1
%

1
0
.1
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

小
学
校
第
4
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
3
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.5
%

1
7
.3
%

3
3
.0
%

3
3
.1
%

1
0
.1
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 100 - 



【
身
近
な
植
物
を
比
較
し
、
植
物
の
育
ち
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
 
大
問

1（
3）

基
礎

B 
62
.6
％
】
 

■
 
分
析
 

 
 
ヒ
マ
ワ
リ
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
育
つ
様
子
を
記
録
し
た
グ
ラ
フ
を
基
に
比
較
し
、
育
つ
順
序
の
規
則

性
に
つ
い
て
記
号
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
を
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
20
.9
％
、
R2

が

43
.7
％
、
R3

が
62
.5
％
、
R4

が
73
.8
％
、
R5

が
85
.8
％
で
あ
っ
た
。
植
物
の
体
の
つ
く
り
の
名

称
を
答
え
る
大
問

1（
1）

基
礎

C
の
通
過
率
が

90
％
台
で
あ
っ
た

R3
か
ら

5
が

60
～
80
％
台
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
誤
答
類
型
を
み
る
と
、
花
が
咲
い
た
後
の
ア
「
枯
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
イ
「
実
が
で
き
た
」
と
順

序
を
反
対
に
選
択
し
た
児
童
が

17
％
、
さ
ら
に
、
花
が
咲
く
前
に
イ
「
実
が
で
き
た
」、

そ
の
後
に

ウ
「
葉
が
さ
ら
に
増
え
た
」
を
選
択
す
る
児
童
が
合
わ
せ
て

8％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
背
景
と
し

て
、
栽
培
・
観
察
活
動
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
、
気
象
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
夏
休
み
の

た
め
共
通
し
て
確
認
す
る
時
間
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
育
て
、
観
察
す

る
活
動
を
行
い
な
が
ら
も
、
一
つ
一
つ
の
成
長
の
段
階
が
場
面
ご
と
に
切
り
取
ら
れ
、
植
物
の
成
長

が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
一
人
一
人
の
栽

培
・
観
察
活
動
を
し
っ
か
り
と
保
証
し
、
観
察
・
記
録
の
仕
方
の
指
導
や
結
果
が
一
つ
な
が
り
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

一
人
一
人
が
主
体
的
に
、
継
続
し
た
栽
培
・
観
察
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
 
長
期
に
わ
た
る
学
習
内
容
で
あ
り
、
生
物
教
材
特
有
の
難
し
さ
が
伴
う
単
元
で
あ
る
た
め
、
一

人
一
人
が
確
実
に
学
習
活
動
で
き
る
よ
う
予
備
を
準
備
し
た
り
、
日
常
の
世
話
を
教
員
も
一
緒

に
行
い
意
欲
を
喚
起
し
た
り
す
る
。
共
通
し
て
栽
培
・
観
察
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
一
人
一

人
が
他
の
植
物
を
選
択
し
て
栽
培
・
観
察
す
る
こ
と
も
確
実
な
理
解
に
つ
な
が
る
。
 

（
2）

観
察
・
記
録
の
仕
方
を
丁
寧
に
指
導
す
る
。
 

 
 
 
初
め
て
の
長
期
に
わ
た
る
学
習
で
あ
る
。
時
期
を
逃
さ
ず
に
確
実
に
学
習
し
、
積
み
重
ね
が
で

き
る
よ
う
観
察
や
記
録
の
仕
方
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
は
、
①
観
察
の
視
点
を

も
つ
。
②
予
想
を
立
て
て
か
ら
観
察
す
る
。
③
結
果
を
、
視
覚
的
に
捉
え
や
す
い
グ
ラ
フ
や
理

科
の
用
語
を
使
っ
て
表
現
し
、
ま
と
め
る
。
④
植
物
同
士
の
比
較
や
観
察
と
観
察
の
間
の
様
子

や
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

（
3）

グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
る
。
 

 
 
 
結
果
の
整
理
や
考
察
の
場
面
で
グ
ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
る
と
、
個
人
の
記
録
だ
け
で
な
く

複
数
の
記
録
や
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
植
物
の
育
ち
方
の
規
則
性
を
見
付
け
や
す
く

な
り
、
知
識
の
定
着
と
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

【
物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
 大

問
8（

1）
 基

礎
B 
 5
9.
1％

】
 

■
 
分
析
 

 
 
物
の
重
さ
比
べ
の
方
法
に
関
連
し
て
、
は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
を
選
び
、
記
号
で
答
え
る
設
問

で
あ
る
。
通
過
率
を
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
16
.7
％
、
R2

が
34
.3
％
、
R3

が
55
.4
％
、
R4

が

75
.8
％
、
R5

が
86
.1
％
で
あ
っ
た
。
形
が
変
わ
っ
て
も
物
の
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
答
え
る

大
問

8（
2）

基
礎

C
で
は
、
R3

は
86
.0
％
、
R4

は
96
.1
％
の
通
過
率
で
あ
り
、
そ
の
設
問
と
比
較

す
る
と
本
設
問
の
通
過
率
は
低
か
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
誤
答
類
型
を
み
る
と
、
エ
「
カ
ッ
プ
（
容
器
）
を
使
う
と
き
、
カ
ッ
プ
を
乗
せ
た
後
の
数
字
を
１

に
す
る
。」

が
18
.3
％
で
あ
っ
た
。
選
択
肢
ウ
の
図
の
て
ん
び
ん
が
傾
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
視
覚

的
に
て
ん
び
ん
が
傾
い
て
い
な
い
エ
を
選
択
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
エ
の
説
明

文
に
は
「
数
字
を

1
に
す
る
。」

と
い
う
表
現
が
あ
る
。
は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
、
視

覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
、
言
葉
を
通
し
た
正
確
な
理
解
が
十
分
で
な
い
と
推
測
で
き
る
。
正
し
い

使
い
方
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
実
際
に
様
々
な
は
か
り
を
使
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
理
解
す
る
学
習
活
動
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

一
人
一
人
が
は
か
り
を
使
う
経
験
を
数
多
く
行
う
。
 

 
 
 
本
単
元
で
は
、
実
生
活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
様
々
な
は
か
り
が
使
わ
れ
て
い
る
。

体
感
だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
い
重
さ
を
、
傾
き
や
針
の
動
き
、
数
値
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
重
さ
を
比
較
し
た
り
、
測
定
し
た
り
す
る
活
動
を
数
多
く
行
う
こ
と
で
、

は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
、
そ
の
共
通
性
に
も
気
付
く
。
そ
の
際
、
教
員
が
各
々
の

は
か
り
の
特
徴
と
使
い
方
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
な
ど
事
前
の
準
備
が
大
切
で
あ
る
。
 

（
2）

適
切
な
使
用
法
を
学
ば
せ
る
。
 

 
 
 
教
科
書
に
は

3
種
類
の
は
か
り
の
使
い
方
が
写
真
と
文
章
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
、
電
子
て
ん
び

ん
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。（
（
）
内
は
、
自
動
上
皿
は
か
り
）
①
水
平
な
と
こ
ろ
に

置
く
。
②
数
字
を

0
に
す
る
。（

針
が

0
を
指
し
て
い
る
か
確
か
め
る
。）

③
は
か
り
た
い
も
の
を

静
か
に
乗
せ
て
、
数
字
を
読
む
。（

針
は
正
面
か
ら
読
み
、
近
い
ほ
う
の
目
盛
り
を
読
む
。）

は

か
り
を
使
い
な
が
ら
繰
り
返
し
指
導
し
、
正
確
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

（
3）

も
の
づ
く
り
や
他
教
科
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
習
熟
を
図
る
。
 

本
単
元
の
中
で
、
て
ん
び
ん
を
自
作
し
た
り
、
身
の
回
り
の
も
の
の
重
さ
比
べ
、
重
さ
を
は
か

っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
設
定
し
、
は
か
り
を
使
う
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
ま
た
、
第

3
学
年
算
数
科
に
「
重
さ
」
の
学
習
が
あ
る
た
め
、
連
携
す
る
こ
と
で
習
熟

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
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  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
気
温
や
水
温
を
正
し
く
測
る
こ
と
が
で
き
る

温
度
計
を
使
っ
た
正
し
い
気
温
の
測
り
方
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
5
.1

1
6
.2

3
6
.2

6
7
.2

8
8
.9

9
2
.4

1
.1

1
0
.1

1
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
や
動
物
の
活
動
は
、
暖
か
い
季
節
、
寒
い
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と

植
物
や
動
物
の
冬
を
越
す
よ
う
す
に
つ
い
て
、
違
う
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
9
.0

3
8
.4

6
5
.7

8
4
.2

8
9
.9

9
3
.6

1
.6

1
0
.1

1
.3

0
.9

0
.4

0
.0

3
2

1
人
の
体
に
は
骨
と
筋
肉
が
あ
る
こ
と

人
の
体
の
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
、
違
う
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
2
.5

5
5
.6

8
9
.3

9
6
.7

9
9
.1

9
9
.6

1
.2

1
2
.8

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

4
2

2
人
が
体
を
動
か
す
こ
と
で
き
る
の
は
、
骨
と
筋
肉
の
働
き
に
よ
る
こ
と

腕
を
曲
げ
る
と
き
、
腕
を
の
ば
す
と
き
の
筋
肉
の
動
き
を
「
ち
ぢ
む
、
ゆ
る
む
」
を
使
い
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
6
9
.8

3
4
.3

5
2
.2

7
2
.5

8
3
.5

8
9
.0

1
.5

1
3
.8

1
.1

0
.1

0
.0

0
.0

5
3

1
１
日
の
気
温
の
変
化
を
グ
ラ
フ
を
用
い
て
表
す
、
変
化
の
特
徴
を
読
み
取
る

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
傾
き
の
大
き
さ
か
ら
、
気
温
が
上
が
っ
た
・
変
わ
ら
な
い
・
下
が
っ
た
時
間
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.6

3
0
.0

6
9
.6

9
2
.1

9
5
.6

9
7
.0

2
.4

2
1
.9

2
.1

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
天
気
に
よ
っ
て
１
日
の
気
温
の
変
化
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る

１
日
の
気
温
の
変
化
を
記
録
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
か
ら
晴
れ
の
日
の
変
わ
り
方
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
9
.3

4
.7

2
2
.9

4
1
.6

7
9
.9

8
3
.7

3
.2

2
5
.9

3
.7

0
.6

0
.0

0
.0

7
4

1
月
は
日
に
よ
っ
て
形
が
変
わ
っ
て
見
え
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
位
置
が
変
わ
る
こ
と

午
後
1
0
時
の
満
月
の
位
置
を
表
し
た
図
か
ら
、
２
時
間
後
の
午
後
1
2
時
の
満
月
の
動
き
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
1
.0

5
.7

2
7
.4

4
5
.1

7
7
.1

8
8
.3

3
.8

2
6
.6

5
.0

1
.3

0
.0

0
.0

8
4

2
空
に
は
明
る
さ
や
色
の
違
う
星
が
あ
る
こ
と

星
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
9
.6

4
8
.8

8
3
.0

9
4
.9

9
7
.9

9
7
.7

2
.5

2
1
.5

2
.2

0
.3

0
.0

0
.0

9
4

3
星
の
集
ま
り
は
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
、
並
び
方
は
変
わ
ら
な
い
が
、
位
置
が
変
わ
る
こ
と

オ
リ
オ
ン
座
の
観
察
記
録
か
ら
、
更
に
時
間
が
た
つ
と
星
座
の
位
置
や
星
の
並
び
方
は
ど
う
な
る
の
か
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

5
0
.1

2
0
.9

3
9
.6

5
2
.1

5
1
.2

9
4
.7

9
.6

4
1
.1

1
5
.1

7
.5

1
.6

0
.0

1
0

5
1

記
号
を
使
っ
た
回
路
図
か
ら
実
際
の
回
路
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

3
つ
の
回
路
図
（
乾
電
池
１
個
、
直
列
２
個
、
並
列
２
個
と
ス
イ
ッ
チ
と
検
流
計
と
モ
ー
タ
ー
の
回
路
）
と
実
際
の
回
路
と
を
結
び
付
け
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
0
.0

4
3
.1

8
6
.1

9
5
.5

9
8
.3

9
8
.5

2
.6

2
1
.5

1
.6

0
.4

0
.6

0
.0

1
1

5
2

簡
易
検
流
計
を
使
っ
て
回
路
を
流
れ
る
電
流
の
量
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

簡
易
検
流
計
の
使
い
方
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
7
.1

3
0
.6

6
4
.6

8
1
.7

8
9
.8

9
2
.8

2
.8

2
4
.6

2
.2

0
.3

0
.0

0
.4

1
2

5
3

乾
電
池
や
光
電
池
の
働
き
と
乾
電
池
の
数
や
光
の
強
さ
と
を
関
係
付
け
な
が
ら
調
べ
、
電
気
の
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

乾
電
池
１
個
と
並
列
２
個
と
直
列
２
個
の
３
つ
の
回
路
で
、
モ
ー
タ
ー
の
回
る
速
さ
を
比
較
し
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
7
.6

2
6
.3

4
8
.7

6
9
.0

8
5
.2

8
7
.9

2
.8

2
5
.6

2
.2

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

6
1

閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
気
は
圧
し
縮
め
ら
れ
る
が
、
水
は
圧
し
縮
め
ら
れ
な
い
こ
と

空
気
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
比
較
し
て
、
水
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
そ
の
理
由
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
0
.1

2
2
.6

6
1
.5

8
7
.3

9
6
.4

9
8
.5

2
.5

2
1
.9

1
.6

0
.5

0
.0

0
.0

1
4

6
2

閉
じ
込
め
た
空
気
を
圧
す
と
、
体
積
は
小
さ
く
な
る
が
、
圧
し
返
す
力
は
大
き
く
な
る
こ
と

つ
つ
に
空
気
を
入
れ
押
し
縮
め
た
と
き
の
変
化
に
つ
い
て
空
気
の
体
積
と
手
ご
た
え
に
着
目
し
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
1
.5

1
.0

1
2
.5

3
3
.0

7
0
.6

8
7
.1

1
4
.1

4
8
.5

2
5
.6

1
2
.7

1
.5

0
.8

1
5

7
1

金
属
、
水
及
び
空
気
は
、
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
体
積
が
変
わ
る
こ
と

空
気
・
水
・
金
属
を
あ
た
た
め
た
時
の
体
積
の
変
わ
り
方
に
つ
い
て
、
正
し
い
こ
と
、
違
う
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
2
.2

1
5
.2

3
1
.6

5
4
.2

6
9
.8

7
0
.5

3
.0

2
6
.6

2
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

7
2

金
属
の
温
ま
り
方
、
水
や
空
気
の
温
ま
り
方
を
実
験
に
よ
っ
て
調
べ
る

空
気
、
水
、
金
属
の
あ
た
た
ま
り
方
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
5
.9

1
4
.8

2
9
.0

5
7
.2

7
7
.0

8
2
.6

4
.4

3
0
.0

5
.1

1
.4

0
.6

0
.4

1
7

7
3

金
属
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
か
ら
順
に
温
ま
る
が
、
水
や
空
気
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
が
移
動
し
て
全
体
が
温
ま
る
こ
と

暖
房
し
て
い
る
部
屋
で
せ
ん
風
機
を
回
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
あ
た
た
め
ら
れ
た
空
気
、
せ
ん
風
機
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
7
.8

1
0
.8

3
5
.7

5
4
.3

8
2
.1

8
9
.4

1
0
.8

5
1
.2

1
7
.0

7
.6

1
.0

0
.0

1
8

8
1

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
蒸
気
に
変
わ
る
沸
騰
し
た
水
の
中
か
ら
盛
ん
に
泡
が
出
て
く
る
こ
と

水
を
あ
た
た
め
た
時
の
温
度
の
変
化
と
水
の
よ
う
す
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
3
.7

1
1
.1

5
4
.0

8
0
.4

9
2
.0

9
5
.5

5
.1

3
7
.4

6
.4

1
.5

0
.0

0
.0

1
9

8
2

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
（
液
体
）
水
蒸
気
（
気
体
）
氷
（
固
体
）
に
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

水
を
冷
や
し
て
い
き
、
そ
の
後
あ
た
た
め
た
時
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温
度
で
の
水
の
よ
う
す
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
9
.6

1
1
.8

3
9
.1

5
8
.7

8
1
.2

8
6
.4

5
.6

4
0
.1

7
.2

1
.6

0
.1

0
.0

2
0

8
3

水
は
温
度
に
よ
っ
て
氷
に
変
わ
る
こ
と
ま
た
、
水
が
氷
に
な
る
と
体
積
が
増
え
る
こ
と

も
ち
を
焼
く
と
膨
ら
む
の
は
な
ぜ
か
、
水
の
性
質
と
関
係
付
け
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
2
.4

2
.7

8
.7

1
8
.8

2
3
.7

8
8
.3

1
4
.9

5
4
.5

2
5
.5

1
2
.7

2
.5

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
5
.4

2
2
.2

4
7
.9

6
6
.8

8
1
.5

9
0
.7

1
4

7
0
.0

7
4
.0

2
8
.5

5
7
.9

7
8
.0

8
8
.9

9
1
.6

6
3
0
.0

4
5
.4

7
.6

2
4
.5

4
0
.8

6
4
.1

8
8
.6

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
4
8
.8

1
1
.4

2
8
.4

4
5
.3

6
6
.9

8
8
.6

6
3
0
.0

3
7
4
.2

2
4
.3

5
6
.6

7
9
.0

9
0
.3

9
3
.1

8
4
0
.0

4
7
3
.8

3
1
.6

5
8
.9

7
7
.2

8
7
.9

9
0
.4

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
5
.0

A
7
8
.2

3
3
.3

6
6
.5

8
2
.1

9
1
.1

9
3
.1

8
4
0
.0

B
5
5
.4

1
1
.2

3
4
.0

5
5
.5

7
4
.1

8
7
.3

4
2
0
.0

C
7
6
.6

3
6
.1

6
0
.9

8
0
.1

9
0
.3

9
3
.7

5
2
5
.0

D
6
4
.7

2
2
.0

4
8
.5

6
5
.1

8
0
.4

9
2
.3

0
0
.0

E
0
.0

#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

9
.0
%

1
8
.9
%

3
4
.8
%

2
9
.2
%

8
.0
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

小
学
校
第
5
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
4
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.0
%

1
8
.9
%

3
4
.8
%

2
9
.2
%

8
.0
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
気
温
や
水
温
を
正
し
く
測
る
こ
と
が
で
き
る
 
 
大
問

1（
1）

 
基
礎

B 
65
.1
％
】
 

■
 
分
析
 

気
温
の
測
り
方
に
つ
い
て
、
三
つ
の
条
件
を
二
択
で
、
一
つ
の
条
件
を
三
択
で
正
し
い
も
の
を
答

え
る
設
問
で
あ
る
。
四
つ
の
条
件
完
答
で
通
過
と
な
る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が

16
.2
％
、
2
が

36
.2
％
、
3
が

67
.2
％
、
4
が

88
.9
％
、
5
が

92
.4
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
風
通
し
の
条
件
を
聞
く
㋐
の
み
間
違
え
た
誤
答
が

9.
1％

、
地
面
か
ら
の

高
さ
を
聞
く
㋑
の
み
間
違
え
た
誤
答
が

5.
8％

、
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の

14
.9
％
を
占
め
て
い

た
。
温
度
計
を
使
っ
た
気
温
の
図
り
方
の
理
解
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。
 

日
光
の
当
た
り
方
を
聞
く
㋒
や
目
盛
り
の
読
み
方
を
聞
く
㋓
の
誤
答
に
比
べ
、
㋐
や
㋑
の
誤
答
が

多
か
っ
た
要
因
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

・
日
光
を
当
て
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
目
盛
り
を
読
む
こ
と
は
理
科
だ
け
で
も
第

3
学
年
か
ら
学

習
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
と
地
面
か
ら
離
す
こ
と
は
第

4
学
年
で
初
め

て
学
習
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
。
 

・
風
通
し
が
よ
く
地
面
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
測
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
理
由
を
児
童
が
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
。
 

 
■
 
改
善
策
 

（
1）

地
面
か
ら
の
高
さ
や
風
通
し
に
よ
る
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。
 

教
科
書
に
は
、「

空
気
の
温
度
は
、
地
面
か
ら
の
高
さ
や
日
光
の
当
た
り
方
な
ど
で
ち
が
う
。」

と
あ
り
、
そ
の
た
め
、「

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
」「

地
面
か
ら

1.
2～

1.
5ｍ

」「
直
射
日
光
を
遮

る
」
の

3
点
を
満
た
し
て
測
る
よ
う
記
述
が
あ
る
。
 

こ
の
文
章
を
最
初
か
ら
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
空
気
の
温
度
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
影
響
さ

れ
る
の
か
考
え
さ
せ
て
か
ら
提
示
す
る
よ
う
に
す
る
。
あ
る
い
は
、
地
面
か
ら
の
高
さ
、
日
光

の
当
た
り
方
や
風
通
し
が
違
う
と
気
温
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
話
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

条
件
を
た
だ
暗
記
す
る
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
は
か
り
方
を
す
る
の
か
を
含
め
て

理
解
を
深
め
さ
せ
る
。
 

（
2）

実
際
に
違
い
を
確
か
め
る
場
面
を
設
定
す
る
。
 

実
際
に
同
時
刻
に
条
件
の
違
う
場
所
で
児
童
に
気
温
を
計
測
さ
せ
る
こ
と
で
、
条
件
が
異
な
る

と
気
温
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
実
感
を
伴
う
こ
と
で
知
識
の
定
着
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
学
年
に
お
い
て
は
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て
動
植
物
の
変
化
と
気
温
の

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
測
定
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
 

【
金
属
、
水
及
び
空
気
は
、
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
体
積
が
変
わ
る
こ
と
 

大
問

7（
1）

 
基
礎

C 
52
.2
％
】
 

■
 
分
析
 

金
属
、
水
、
空
気
の
あ
た
た
ま
り
方
に
つ
い
て
四
つ
の
文
章
か
ら
正
し
い
も
の
を
二
つ
選
ぶ
設
問

で
あ
る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
15
.2
％
、
R2

が
31
.6
％
、
R3

が
54
.2
％
、
R4

が

69
.8
％
、
R5

が
70
.5
％
で
あ
っ
た
。
 

 
■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
㋓
の
「
空
気
を
冷
や
し
て
も
体
積
は
小
さ
く
な
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
児

童
が

23
.7
％
い
る
。
㋑
の
「
空
気
と
水
の
体
積
の
変
わ
り
方
を
比
べ
る
と
、
空
気
の
体
積
の
変
わ

り
方
の
方
が
大
き
い
」
の
み
正
解
で
あ
っ
た
児
童
は

21
.5
％
に
対
し
、
㋒
の
「
水
は
、
あ
た
た
め

る
と
体
積
は
大
き
く
な
り
、
冷
や
す
と
体
積
は
小
さ
く
な
る
。
」
の
み
正
解
で
あ
っ
た
児
童
は

13
.3
％
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
正
答
以
外
を
選
ん
だ
児
童
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

・
水
の
体
積
変
化
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
。
 

・
問
題
文
の
「
小
さ
く
な
ら
な
い
。」

と
否
定
で
終
わ
る
語
尾
を
読
み
取
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

 
■
 
改
善
策
 

（
1）

実
験
の
際
「
冷
や
す
こ
と
」
を
確
実
に
行
う
。
 

同
じ
実
験
器
具
を
用
い
て
一
度
温
め
て
結
果
を
記
録
し
た
後
、
温
ま
っ
て
い
る
も
の
を
冷
や
し
、

体
積
が
元
の
大
き
さ
に
戻
る
（
小
さ
く
な
っ
て
い
く
）
ま
で
し
か
実
験
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
実
験
器
具
で
両
方
と
も
観
察
す
る
場
合
、
最
初
の
温
度
よ
り
低
く
な

る
ま
で
冷
や
し
、
元
の
体
積
よ
り
小
さ
く
な
る
と
い
う
実
験
結
果
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

用
意
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
同
じ
器
具
を
二
つ
用
意
し
常
温
か
ら
温
め
る
、
常
温
か
ら
冷
や
す
実

験
の
仕
方
で
も
よ
い
。

 
（
2）

実
験
を
関
連
付
け
る
。
 

空
気
、
水
、
金
属
な
ど
を
個
別
に
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
実
験
は
行
っ
て
い
る
が
、
相
互

に
関
連
付
け
て
知
識
を
よ
り
深
い
も
の
と
す
る
。
 

（
3）

IC
T
を
活
用
す
る
。
 

空
気
よ
り
体
積
変
化
が
少
な
い
水
の
体
積
変
化
は
、
実
感
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
変

化
の
様
子
を
拡
大
し
て
映
し
た
り
映
像
資
料
を
用
意
し
て
見
せ
た
り
し
て
児
童
に
視
覚
的
な
印

象
を
与
え
、
現
象
の
理
解
を
図
る
。
学
習
の
ま
と
め
の
際
も
、
文
章
で
復
習
す
る
だ
け
で
な
く
、

画
像
や
映
像
を
見
せ
て
変
化
の
様
子
を
想
起
さ
せ
、
知
識
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
て
習
得
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
発
芽
に
は
、
水
、
温
度
及
び
空
気
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る

発
芽
実
験
に
つ
い
て
、
必
要
条
件
を
調
べ
る
時
の
条
件
統
一
の
意
味
を
考
え
、
温
度
が
関
係
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
時
の
条
件
設
定
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
8
.9

4
8
.0

6
7
.2

8
1
.0

9
2
.8

9
7
.0

0
.4

4
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
で
ん
ぷ
ん
の
検
出
に
ヨ
ウ
素
液
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
種
子
に
ヨ
ウ
素
液
を
か
け
る
と
青
む
ら
さ
き
色
に
な
っ
た
種
子
の
中
に
は
何
が
含
ま
れ
て
い
た
か
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
6
.4

7
4
.5

9
6
.3

9
9
.5

9
9
.9

1
0
0
.0

0
.4

3
.9

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
植
物
の
成
長
に
は
、
日
光
、
肥
料
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る

A
日
光
あ
り
・
肥
料
あ
り
B
日
光
あ
り
・
肥
料
な
し
C
日
光
な
し
・
肥
料
あ
り
の
２
週
間
後
の
様
子
の
違
い
か
ら
成
長
に
必
要
な
要
素
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
4
.2

7
.8

4
7
.9

6
3
.7

9
0
.1

9
8
.5

5
.1

2
8
.1

6
.5

2
.3

0
.3

0
.0

4
2

1
顕
微
鏡
を
適
切
に
操
作
す
る

顕
微
鏡
の
操
作
の
順
序
と
方
法
に
つ
い
て
、
（
 
）
に
入
る
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

2
9
.4

5
.9

7
.8

2
3
.8

5
0
.9

7
5
.7

0
.3

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

2
顕
微
鏡
を
適
切
に
操
作
し
、
水
中
の
小
さ
な
生
物
の
特
徴
を
捉
え
る

い
ろ
い
ろ
な
微
生
物
の
顕
微
鏡
写
真
か
ら
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
ミ
ジ
ン
コ
の
図
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
6
.1

1
5
.0

2
8
.8

4
3
.6

6
5
.9

8
1
.2

1
.7

1
1
.1

1
.7

0
.5

0
.2

0
.0

6
2

3
顕
微
鏡
を
適
切
に
操
作
し
、
花
粉
の
特
徴
を
捉
え
る

ツ
ル
レ
イ
シ
、
ヘ
チ
マ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
粉
の
顕
微
鏡
写
真
か
ら
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
粉
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
1
.7

3
3
.3

5
4
.4

6
2
.1

7
3
.1

7
9
.2

1
.2

6
.5

1
.3

0
.7

0
.1

0
.5

7
3

1
日
本
付
近
の
天
気
は
お
よ
そ
西
か
ら
東
へ
変
化
し
て
い
く
と
い
う
規
則
性
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る

1
2
時
間
前
と
現
在
の
気
象
衛
星
の
雲
画
像
や
ア
メ
ダ
ス
の
雨
量
情
報
等
か
ら
、
天
気
の
変
化
の
規
則
性
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
1
.6

3
1
.4

5
0
.5

7
5
.4

9
3
.4

9
6
.0

1
.2

8
.2

1
.3

0
.3

0
.1

0
.0

8
3

2
天
気
の
変
化
は
、
映
像
な
ど
の
気
象
情
報
を
用
い
て
予
想
で
き
る
こ
と

気
象
衛
星
の
雲
画
像
、
ア
メ
ダ
ス
の
雨
量
情
報
か
ら
、
東
京
の
1
2
時
間
後
の
天
気
を
予
想
し
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
1
.0

1
.3

5
.6

5
.3

1
7
.2

4
6
.0

2
.3

1
5
.7

2
.7

0
.2

0
.1

0
.0

9
4

1
川
を
流
れ
る
水
の
量
が
変
わ
る
と
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
が
変
わ
り
、
川
の
様
子
の
違
い
を
つ
く
る
こ
と
を
捉
え
る

流
水
実
験
で
川
の
水
の
量
が
変
わ
る
と
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
調
べ
る
と
き
の
条
件
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
2
.9

1
3
.4

5
0
.3

8
4
.6

9
4
.1

9
7
.0

2
.0

1
5
.4

1
.7

0
.3

0
.0

0
.0

1
0

4
2

上
流
で
は
侵
食
、
下
流
で
は
堆
積
の
働
き
な
ど
流
れ
る
水
の
働
き
の
違
い
に
よ
る
川
の
様
子
の
違
い
を
捉
え
る

V
字
谷
、
扇
状
地
、
三
角
州
が
川
の
ど
の
部
分
に
で
き
る
の
か
、
川
の
上
流
か
ら
下
流
へ
の
流
れ
の
図
か
ら
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
8
.4

3
1
.7

6
5
.1

8
4
.5

9
5
.1

9
5
.5

2
.0

1
6
.0

1
.7

0
.2

0
.0

0
.0

1
1

4
3

雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
流
れ
る
水
の
速
さ
や
量
が
変
わ
り
、
増
水
に
よ
っ
て
川
の
様
子
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
捉
え
る

上
流
が
雨
の
予
報
を
み
て
川
沿
い
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
中
止
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
と
考
え
た
か
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
9
.1

1
.6

7
.0

1
2
.4

2
9
.1

7
8
.2

6
.5

3
3
.3

8
.2

3
.6

0
.6

0
.0

1
2

5
1

電
流
に
は
磁
力
を
発
生
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
電
流
の
向
き
が
変
わ
る
と
、
電
磁
石
の
極
が
変
わ
る
こ
と
を
捉
え
る

電
流
の
流
れ
る
向
き
を
変
え
る
と
方
位
磁
針
の
針
の
ふ
れ
方
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
る
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
3
.0

2
3
.2

6
9
.5

9
4
.0

9
9
.1

9
9
.0

2
.0

1
5
.0

1
.5

0
.7

0
.0

0
.0

1
3

5
2

電
磁
石
の
強
さ
は
、
電
流
の
強
さ
や
導
線
の
巻
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
を
捉
え
る

乾
電
池
１
個
と
直
列
２
個
、
1
0
0
回
巻
と
2
0
0
回
巻
の
磁
力
の
結
果
か
ら
電
磁
石
の
磁
力
の
変
化
を
調
べ
る
方
法
を
選
び
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
1
.3

0
.3

2
.1

5
.4

1
7
.9

6
1
.4

3
.6

2
0
.6

4
.4

1
.4

0
.3

0
.5

1
4

5
3

金
属
の
分
別
や
運
搬
す
る
ク
レ
ー
ン
で
は
、
電
磁
石
の
性
質
を
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る

金
属
を
分
別
処
理
し
て
い
る
工
場
で
は
ク
レ
ー
ン
に
電
磁
石
を
使
っ
て
い
る
そ
の
理
由
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

7
1
.9

1
4
.1

5
7
.0

7
5
.3

9
4
.2

9
9
.0

9
.0

3
9
.5

1
3
.3

5
.6

0
.6

0
.0

1
5

6
1

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
は
、
お
も
り
の
重
さ
、
振
れ
幅
で
は
変
わ
ら
な
い
糸
の
長
さ
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
を
捉
え
る

振
り
子
の
１
往
復
す
る
時
間
に
関
係
す
る
条
件
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
5
.8

2
8
.8

6
2
.6

8
0
.0

9
4
.1

9
4
.6

1
.2

1
1
.1

0
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

6
2

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
を
調
べ
る
よ
り
正
確
な
方
法
を
理
解
し
て
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
を
調
べ
る
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
、
適
切
な
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.5

3
7
.3

7
6
.0

8
9
.3

9
5
.7

9
9
.0

1
.7

1
5
.4

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
1

物
が
水
に
溶
け
て
も
、
水
と
物
と
を
合
わ
せ
た
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
捉
え
る

溶
か
す
前
と
溶
か
し
た
後
の
全
体
の
重
さ
を
比
べ
て
分
か
る
こ
と
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
9
.2

4
4
.4

8
4
.9

9
5
.4

9
9
.0

1
0
0
.0

1
.4

1
2
.7

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

7
2

液
量
計
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

水
5
0
m
lを
は
か
り
と
る
と
き
の
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
適
切
な
使
い
方
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.5

5
9
.5

7
5
.5

8
5
.3

9
3
.8

9
5
.0

1
.8

1
5
.4

1
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
9

7
3

物
が
水
に
溶
け
る
量
は
水
の
温
度
や
量
、
溶
け
る
物
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
を
捉
え
る

水
の
温
度
と
と
け
る
量
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
食
塩
と
ホ
ウ
酸
の
と
け
方
の
違
い
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
7
7
.0

2
2
.5

5
9
.0

8
6
.9

9
5
.2

9
8
.5

2
.1

1
7
.6

1
.5

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

7
4

水
溶
液
の
水
を
蒸
発
さ
せ
る
と
、
溶
け
て
い
た
物
が
出
て
く
る
こ
と
を
捉
え
る

日
本
で
は
海
水
か
ら
食
塩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
食
塩
を
取
り
出
し
て
い
る
か
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
0
.6

1
1
.4

4
3
.1

6
0
.9

8
3
.6

9
7
.0

8
.8

3
8
.2

1
2
.9

5
.5

0
.9

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
3
.3

2
5
.3

5
0
.5

6
5
.4

7
8
.7

8
9
.4

1
4

7
0
.0

7
3
.4

3
3
.5

6
0
.6

7
7
.5

8
8
.7

9
3
.4

6
3
0
.0

3
9
.7

6
.1

2
7
.1

3
7
.1

5
5
.4

8
0
.0

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
4
5
.0

8
.5

3
1
.7

4
4
.2

6
1
.1

8
2
.7

6
3
0
.0

3
7
4
.1

3
9
.8

6
2
.2

7
7
.2

8
7
.9

9
4
.0

8
4
0
.0

4
7
2
.8

2
8
.8

5
9
.4

7
7
.7

8
9
.4

9
3
.0

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
6
5
.1

2
0
.7

5
3
.4

6
8
.8

8
0
.2

9
0
.6

4
2
0
.0

B
7
7
.6

3
4
.5

6
5
.6

8
2
.1

9
2
.9

9
7
.6

6
3
0
.0

C
6
2
.8

3
0
.8

5
0
.4

6
2
.3

7
8
.8

8
8
.6

5
2
5
.0

D
5
0
.6

1
5
.9

3
5
.7

5
2
.4

6
5
.8

8
2
.6

0
0
.0

E
0
.0

#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

9
.8
%

2
4
.1
%

3
0
.9
%

2
8
.7
%

6
.5
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

小
学
校
第
6
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
5
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.8
%

2
4
.1
%

3
0
.9
%

2
8
.7
%

6
.5
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
顕
微
鏡
の
基
本
的
な
操
作
を
理
解
す
る
こ
と
 
大
問

2（
1）

 
基
礎

B 
29
.4
％
】
 

■
 
分
析
 

顕
微
鏡
の
基
本
的
な
操
作
方
法
に
つ
い
て
、
文
中
の
選
択
肢
の
う
ち
正
し
い
方
を
選
択
す
る
設
問

で
あ
る
。
(1
)か

ら
(4
)ま

で
の
四
つ
の
小
問
に
分
か
れ
て
い
る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
5.
9％

、
R2

が
7.
8％

、
R3

が
23
.8
％
、
R4

が
50
.9
％
、
R5

が
75
.7
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
四
つ
の
小
問
の
う
ち

1
問
の
み
の
誤
答
が

28
.5
％
で
、
2
問
以
上
の
誤
答

が
44
.1
％
で
あ
っ
た
。
1
問
の
み
誤
答
の
う
ち
、
(1
)の

最
初
は
対
物
レ
ン
ズ
の
倍
率
を
低
く
し
て

お
く
こ
と
に
つ
い
て
は

6.
6％

、
(2
)の

ま
ず
対
物
レ
ン
ズ
と
ス
テ
ー
ジ
を
近
付
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は

1.
5％

、
(3
)の

ピ
ン
ト
の
合
わ
せ
方
に
つ
い
て
は

10
.8
％
、
(4
)の

倍
率
の
求
め
方
に
つ
い
て

は
9.
6％

の
児
童
が
誤
答
で
あ
っ
た
。
正
答
以
外
を
選
ん
だ
児
童
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
顕
微
鏡
を
使
用
し
た
学
習
経
験
が
少
な
く
、
操
作
の
方
法
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
図
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
レ
ボ
ル
バ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
、
接
眼
レ
ン
ズ
、
対
物
レ
ン
ズ
等
の
顕
微
鏡

の
部
分
の
名
称
が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
 

・「
せ
ば
め
る
」「

倍
率
を
足
す
」
等
の
文
中
の
説
明
を
、
実
際
の
操
作
と
結
び
付
け
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

顕
微
鏡
を
自
分
で
操
作
す
る
活
動
の
機
会
を
増
や
す
。
 

顕
微
鏡
を
第

5
学
年
で
使
用
す
る
学
習
は
、
主
に
「
水
中
の
小
さ
な
生
物
の
観
察
」「

花
粉
の

観
察
」
の

2
回
で
あ
る
。
平
成

31
年
度
か
ら
は
移
行
措
置
の
た
め
、「

花
粉
の
観
察
」
の
み
と
な

る
。
体
験
の
機
会
が
少
な
い
と
、
操
作
方
法
の
習
得
は
難
し
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
で
き
る

だ
け
自
分
で
操
作
す
る
時
間
を
増
や
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
顕
微
鏡
の
台
数
を
増
や
し
、
可
能

な
ら
ば
一
人

1
台
、
少
な
く
と
も
二
人

1
台
を
用
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
 

（
2）

操
作
方
法
の
指
導
の
工
夫
を
す
る
。
 

最
初
に
操
作
方
法
を
指
導
す
る
際
に
、
児
童
が
視
覚
的
に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。
実

際
に
教
員
が
操
作
し
て
見
せ
る
、
教
科
書
の
操
作
方
法
の
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
等
の
動
画
を
視
聴
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、
繰
り
返

し
指
導
す
る
こ
と
で
、
操
作
方
法
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
3）

名
称
・
手
順
を
繰
り
返
し
指
導
す
る
。
 

最
初
の
説
明
だ
け
で
な
く
、
学
習
途
中
の
指
示
等
の
際
に
も
、
教
員
が
繰
り
返
し
正
し
い
名
称

で
顕
微
鏡
の
部
分
を
指
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
実
際
の
操
作
が
言
語
と
結
び
付
く
よ
う
に

意
図
的
に
指
導
す
る
こ
と
で
、
操
作
技
能
が
よ
り
定
着
す
る
と
考
え
る
。
 

【
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
を
調
べ
る
実
験
と
観
察
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

B 
72
.9
％
】
 

■
 
分
析
 

流
水
実
験
で
、
川
の
水
の
量
が
変
わ
る
と
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
調

べ
る
と
き
、
変
え
る
条
件
と
変
え
な
い
条
件
を
記
号
の
中
か
ら
全
て
選
ん
で
答
え
る
設
問
で
あ
る
。

段
階
別
に
通
過
率
を
み
る
と
、
R1

が
13
.4
％
、
R2

が
50
.3
％
、
R3

が
84
.6
％
、
R4

が
94
.1
％
、

R5
が

97
.0
％
で
あ
っ
た
。
R3

以
上
の
通
過
率
は
目
標
値
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
R1
・

2
に
は
課
題
を
残
す
結
果
で
あ
る
。
 

 ■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
変
え
る
条
件
一
つ
で
変
え
な
い
条
件
も
一
つ
の
み
で
変
え
な
い
条
件
が
不

足
し
て
い
る
も
の
が

7.
8％

、
変
え
る
条
件
が
二
つ
で
変
え
な
い
条
件
が
一
つ
で
変
え
る
条
件
が
多

く
、
変
え
な
い
条
件
が
不
足
し
て
い
る
も
の
が

9.
1％

、
無
答
が

1.
5％

、
そ
の
他
が

8.
3％

で
あ

っ
た
。
正
答
以
外
を
選
ん
だ
児
童
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
問
題
文
は
、「

す
べ
て
選
び
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
読
む
際
に
、
そ
こ
ま
で
注
意
を
払
わ
ず
に
一

つ
ず
つ
し
か
選
ん
で
い
な
い
。
 

・
変
え
る
条
件
は
一
つ
だ
け
と
い
う
条
件
制
御
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
変
え
る
条
件
を

二
つ
選
ぶ
誤
答
を
し
て
し
ま
う
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

主
体
的
に
実
験
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
教
材
準
備
を
す
る
。
 

こ
の
実
験
は
、
グ
ル
ー
プ
に

1
台
の
実
験
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
経
験
値
を
増
や
す
た
め
に
、

グ
ル
ー
プ
実
験
に
積
極
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
教
材
の
準
備
を
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
役
割
を

も
ち
、
自
分
で
準
備
、
操
作
し
て
、
間
近
で
そ
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
で
実
験
結
果
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

（
2）

条
件
制
御
に
つ
い
て
実
験
方
法
の
検
討
事
項
に
入
れ
る
。
 

実
験
を
進
め
る
に
当
た
り
、
何
を
調
べ
た
い
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
話
し
合
い
活
動
を
さ
せ

る
。
そ
の
中
で
、
調
べ
た
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
条
件
を
変
え
て
、
ど
の
条

件
を
変
え
な
い
か
を
十
分
に
話
し
合
っ
て
か
ら
始
め
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
り
、
条
件
制
御
の
考
え
方
が
身
に
付
く
。

 
ま
た
、
実
験
す
る
際
、
変
え
る
条
件
は
一
つ
の
み
で
、
な
ぜ
一
つ
に
限
定
す
る
の
か
を
考
え
さ

せ
る
。
ノ
ー
ト
指
導
と
し
て
、
視
覚
的
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
変
え
る
条
件
と
変
え
な

い
条
件
を
表
に
表
し
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

 
（
3）

自
然
界
の
川
の
流
れ
と
結
び
付
け
て
実
験
を
行
う
。
 

実
際
の
川
の
流
れ
や
そ
の
力
と
実
験
を
結
び
付
け
て
行
う
と
、
児
童
の
興
味
が
よ
り
喚
起
さ

れ
、
理
解
も
深
ま
る
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ

葉
の
光
合
成
を
調
べ
る
実
験
に
つ
い
て
、
前
日
の
午
後
に
３
枚
の
葉
と
も
日
光
を
当
て
な
い
理
由
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
9
.1

3
.4

7
.9

1
9
.4

3
5
.5

5
2
.2

4
.7

2
1
.2

5
.1

2
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ

植
物
と
日
光
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
実
験
か
ら
、
分
か
る
こ
と
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
5
.2

7
0
.8

9
6
.6

9
9
.2

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
.0

7
.2

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

3
1

3
根
、
茎
及
び
葉
に
は
、
水
の
通
り
道
が
あ
り
、
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
は
主
に
葉
か
ら
蒸
散
し
て
い
る
こ
と

染
色
し
た
水
の
通
り
道
を
表
し
た
図
か
ら
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
く
き
の
横
と
縦
の
よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
4
.0

4
1
.1

5
0
.8

6
8
.6

8
1
.8

9
2
.2

0
.9

6
.8

0
.2

0
.0

0
.2

0
.0

4
2

1
体
内
に
酸
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
体
外
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

吸
気
と
呼
気
の
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
結
果
か
ら
、
人
の
呼
吸
に
つ
い
て
分
か
る
こ
と
を
考
察
し
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
6
.2

3
.0

8
.1

1
3
.8

2
9
.5

5
5
.6

3
.9

2
3
.3

3
.0

0
.7

0
.0

0
.0

5
2

2
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と

だ
液
の
実
験
で
4
0
℃
く
ら
い
の
湯
に
５
分
間
入
れ
て
お
く
理
由
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
6
.0

3
9
.4

8
3
.6

9
5
.1

9
8
.6

1
0
0
.0

0
.7

5
.5

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

6
2

3
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と

唾
液
の
は
た
ら
き
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
唾
液
の
は
た
ら
き
で
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
6
.6

2
5
.4

6
5
.7

8
9
.5

9
6
.4

9
7
.8

0
.9

5
.9

0
.5

0
.2

0
.0

0
.0

7
2

4
血
液
は
、
心
臓
の
働
き
で
体
内
を
巡
り
、
養
分
、
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
運
ん
で
い
る
こ
と

体
を
め
ぐ
る
血
液
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
3
.5

2
2
.0

4
5
.8

7
4
.2

8
8
.0

9
7
.8

1
.1

6
.8

0
.3

0
.5

0
.0

0
.0

8
3

1
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
正
し
く
作
成
さ
れ
た
柱
状
図
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
6
.0

1
9
.5

5
1
.7

7
5
.2

9
1
.6

9
5
.6

0
.9

6
.4

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

2
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

砂
の
層
や
れ
き
と
砂
の
層
に
含
ま
れ
る
れ
き
や
砂
の
粒
が
丸
み
を
も
っ
て
い
る
理
由
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
9
.9

5
6
.4

8
9
.0

9
6
.1

9
8
.6

1
0
0
.0

0
.7

4
.2

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

3
3

地
層
は
、
流
れ
る
水
の
働
き
や
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
、
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

地
層
の
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
か
ら
、
実
際
の
砂
や
ど
ろ
の
層
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
3
.8

3
.8

1
6
.0

3
7
.0

5
8
.2

8
8
.9

1
0
.6

3
5
.6

1
3
.2

6
.6

1
.4

0
.0

1
1

4
1

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

同
じ
時
刻
に
観
察
し
た
三
日
月
、
半
月
、
満
月
の
記
録
か
ら
太
陽
の
位
置
を
予
想
し
て
、
観
察
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
3
.2

2
2
.5

2
8
.7

4
2
.8

6
7
.7

7
5
.6

1
.6

5
.1

1
.5

1
.2

0
.9

0
.0

1
2

4
2

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

光
と
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
人
間
の
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
か
ら
実
際
の
月
の
満
ち
欠
け
を
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
0
.1

5
6
.4

8
9
.2

9
6
.2

9
8
.9

1
0
0
.0

1
.0

8
.1

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

5
1

電
気
は
、
つ
く
り
だ
し
た
り
蓄
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

手
回
し
発
電
機
を
回
し
た
時
の
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
光
り
方
、
モ
ー
タ
ー
の
動
き
方
を
選
び
乾
電
池
の
は
た
ら
き
と
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
2
.0

1
4
.4

3
3
.1

4
2
.4

6
0
.5

8
0
.0

1
.2

9
.3

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

5
2

電
気
は
、
光
、
音
、
熱
な
ど
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

明
か
り
の
つ
い
て
い
た
時
間
の
デ
ー
タ
よ
り
、
豆
電
球
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
性
能
を
比
較
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
7
9
.1

4
1
.9

7
1
.8

8
6
.8

9
4
.1

1
0
0
.0

0
.9

6
.4

0
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

6
1

石
灰
水
と
気
体
検
知
管
の
目
的
と
使
い
方
を
知
り
、
二
酸
化
炭
素
や
気
体
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
が
燃
え
る
前
と
燃
え
た
後
の
二
酸
化
炭
素
の
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
、
正
し
い
気
体
検
知
管
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
3
.3

3
0
.1

5
8
.6

8
4
.2

9
6
.1

9
8
.9

1
.7

1
0
.2

1
.5

0
.0

0
.2

0
.0

1
6

6
2

植
物
体
が
燃
え
る
と
き
に
は
、
空
気
中
の
酸
素
が
使
わ
れ
て
二
酸
化
炭
素
が
で
き
る
こ
と

複
数
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
人
や
動
物
が
呼
吸
し
て
も
地
球
上
か
ら
酸
素
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
9
.7

5
.9

2
5
.2

4
2
.9

6
2
.5

9
0
.0

9
.5

3
9
.8

1
1
.5

3
.3

0
.9

0
.0

1
7

7
1

水
溶
液
に
は
、
気
体
が
溶
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

炭
酸
水
に
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
て
い
る
こ
と
を
調
べ
る
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
8
.3

5
3
.4

8
4
.6

9
5
.9

9
8
.9

1
0
0
.0

1
.8

1
1
.9

0
.8

0
.3

0
.0

0
.0

1
8

7
2

水
溶
液
が
金
属
を
溶
か
す
、
金
属
が
塩
酸
に
溶
け
た
液
を
蒸
発
さ
せ
出
て
き
た
物
の
性
質
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

5
つ
の
水
溶
液
を
い
ろ
い
ろ
な
実
験
の
結
果
よ
り
推
論
し
て
特
定
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
0
.3

4
.7

2
4
.7

5
9
.9

8
6
.1

9
7
.8

1
5
.6

5
3
.4

2
5
.0

5
.3

0
.2

0
.0

1
9

7
3

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

塩
酸
に
溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
9
.3

1
1
.9

3
0
.4

5
0
.3

8
5
.9

8
6
.7

2
.9

1
2
.7

3
.4

0
.8

0
.2

1
.1

2
0

7
4

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
な
べ
を
洗
う
時
に
使
わ
な
い
方
が
よ
い
洗
剤
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
4
.1

0
.0

5
.6

2
1
.7

5
1
.6

9
1
.1

8
.1

3
0
.9

1
0
.3

4
.1

0
.2

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
5
9
.5

2
6
.3

4
8
.4

6
4
.6

7
9
.0

9
0
.0

1
4

7
0
.0

7
1
.9

3
6
.1

6
2
.8

7
8
.3

8
9
.8

9
4
.6

6
3
0
.0

3
0
.5

3
.5

1
4
.6

3
2
.5

5
3
.9

7
9
.3

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
3
7
.5

9
.0

2
2
.8

4
0
.2

5
9
.6

8
2
.2

6
3
0
.0

3
7
7
.9

4
0
.0

6
9
.8

8
5
.9

9
4
.3

9
7
.8

8
4
0
.0

4
6
7
.4

3
3
.2

5
7
.6

7
2
.7

8
6
.4

9
2
.2

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

A
6
0
.6

2
8
.2

5
2
.4

6
4
.6

7
7
.3

9
0
.0

6
3
0
.0

B
5
4
.2

1
7
.7

3
8
.2

5
9
.2

8
0
.2

9
4
.1

7
3
5
.0

C
6
0
.1

2
9
.3

5
1
.2

6
5
.7

7
5
.7

8
5
.1

5
2
5
.0

D
6
4
.6

3
1
.7

5
4
.9

6
9
.4

8
3
.0

9
2
.0

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
2
.0
%

3
0
.1
%

3
0
.9
%

2
2
.4
%

4
.6
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
1
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
6
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
2
.0
%

3
0
.1
%

3
0
.9
%

2
2
.4
%

4
.6
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
月
の
満
ち
欠
け
に
関
わ
る
設
問
 
大
問

4（
1）

 
基
礎

B 
43
.2
％
】
 

■
 
分
析
 

月
が
観
察
・
記
録
さ
れ
た
時
間
帯
を
四
つ
か
ら
選
択
す
る
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

R1
が

22
.5
％
、
R2

が
28
.7
％
、
R3

が
42
.8
％
、
R4

が
67
.7
％
、
R5

が
75
.6
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

月
の
満
ち
欠
け
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
月
が
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
輝
い
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

そ
の
う
え
で
太
陽
・
月
・
地
球
の
位
置
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
本
設
問
の
三
つ
の
観
察
記
録
は
、
ど
れ
も
夕
方
（
日
の
入
り
の
頃
）
の
記
録
を
表
し
て
い
る
。

誤
答
は
、
エ
（
真
夜
中
）
が

24
.2
％
、
ア
（
日
の
出
の
こ
ろ
）
が

17
.7
％
、
イ
（
正
午
）
が

9.
9％

で
あ
っ
た
。
正
答
以
外
を
選
ん
だ
生
徒
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
月
と
太
陽
を
観
察
・
記
録
す
る
学
習
体
験
を
十
分
積
ん
で
い
な
い
こ
と
。
 

・
モ
デ
ル
実
験
を
通
し
て
月
の
位
置
と
太
陽
の
位
置
と
の
関
係
が
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
月
と
太
陽
の
観
察
経
験
と
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
が
結
び
付
い
て
い
な
い
こ
と
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

月
や
太
陽
の
観
察
の
機
会
を
十
分
に
確
保
す
る
。
 

午
前
中
に
見
え
る
月
や
太
陽
の
観
察
か
ら
学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
形
や
位
置

（
方
位
、
高
さ
）、

記
録
方
法
等
の
指
導
を
学
校
で
十
分
に
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
朝
や
夜
の
月

の
観
察
を
個
々
の
児
童
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
1
学
期
中
に
観
察
指
導
を
計
画
で
き
れ

ば
、
夏
休
み
な
ど
に
課
外
で
の
学
習
や
家
庭
学
習
も
で
き
る
。
な
お
、
課
外
で
の
観
察
学
習
を

行
う
場
合
は
、
大
人
の
付
き
添
い
を
得
て
、
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
2）

月
と
太
陽
の
位
置
関
係
を
意
識
さ
せ
る
。
 

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
月
の
形
の
見
え
方
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係

に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
月
と
太
陽
の
両
方
を
記
録
さ
せ
て
い
く
。
 

（
3）

観
察
結
果
と
モ
デ
ル
実
験
と
を
結
び
付
け
て
考
察
さ
せ
る
。
 

ボ
ー
ル
等
を
用
い
た
モ
デ
ル
実
験
を
行
う
。
教
員
が
一
方
的
に
演
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一

人
一
人
が
ボ
ー
ル
を
操
作
し
な
が
ら
実
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
特
に
、
太
陽
（
ラ
イ
ト
）、

地

球
（
自
分
）、

月
（
ボ
ー
ル
）
の
位
置
関
係
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
ボ
ー
ド
を
活
用
し
な
が
ら
、
月
と
太
陽
と
の
位
置
関
係
と
月
の
見
え
方
の
関
係
を
整
理

さ
せ
、
自
分
が
行
っ
た
月
や
太
陽
の
観
察
結
果
と
結
び
付
け
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
4）

出
前
授
業
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
と
連
携
す
る
。
 

小
学
校
第

6
学
年
の
理
科
出
前
授
業
に
お
い
て
は
、
月
の
形
の
変
化
や
三
日
月
か
ら
半
月
、
満

月
の
見
え
る
位
置
の
変
化
を
観
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
を
単
元
の
学
習
と
関
連
付
け
る
こ
と

で
更
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

【
塩
酸
に
溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
の
変
化
に
関
わ
る
設
問
 
大
問

7（
3）

 
基
礎

C 
49
.3
％
】
 

■
 
分
析
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
が
溶
け
た
塩
酸
の
上
澄
み
液
を
加
熱
し
て
出
て
き
た
粉
に
関
す
る
設
問
で
あ

る
。
通
過
率
は
段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
11
.9
％
、
R2

が
30
.4
％
、
R3

が
50
.3
％
、
R4

が
85
.9
％
、

R5
が

86
.7
％
で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
そ
の
他
の
誤
答
が

31
.8
％
、
溶
質
の
み
正
解
の
誤
答
が

12
.1
％
、
溶
か

し
た
時
の
変
化
の
み
の
正
解
の
誤
答
が

4.
1％

で
あ
る
。
本
設
問
に
お
い
て
は
、
水
溶
液
の
性
質
や

金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
追
究
し
、
水
溶
液
に
は
金
属
を
変
化
さ
せ
る
も
の
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
ず
き
の
要
因
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
 
 

 
・
実
験
の
目
的
や
見
通
し
が
十
分
に
も
て
て
い
な
い
こ
と
。
 

・
実
験
の
結
果
と
、
金
属
の
質
的
変
化
を
推
論
し
た
考
察
の
つ
な
が
り
が
弱
い
こ
と
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

観
察
・
実
験
の
結
果
を
、
問
題
や
予
想
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
さ
せ
る
過
程
を
大
切
に
す
る
。
 

「
塩
酸
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
溶
け
る
の
か
」
と
い
う
第
一
の
問
題
か
ら
、「

溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
は
ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
第
二
の
問
題
ま
で
の
思
考
の
流
れ
を
大
切
に
し
て
学
習
を

進
め
て
い
く
。
そ
の
際
、
自
分
の
予
想
を
明
確
に
さ
せ
て
、
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
の
実
験
方

法
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
実
験
前
に
「
自
分
の
予
想
ど
お
り
な
ら
ば
、
こ
の
実

験
方
法
で
こ
ん
な
結
果
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。」

と
い
う
結
果
予
想
を
さ
せ
た
り
、
説
明
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
で
、
目
的
を
明
確
に
も
っ
て
主
体
的
に
問
題
を
追
究
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
自
分
の
立
て
た
予
想
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
察
さ
せ
る
こ
と
で
、
結
果
か
ら
問
題
に
対
応

し
た
考
察
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

（
2）

実
感
を
伴
っ
た
理
解
を
図
る
観
察
・
実
験
の
体
験
を
十
分
に
さ
せ
る
。
 

 
 
 
「
も
と
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
た
。」

と
い
う
塩
酸
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
反

応
や
質
的
変
化
は
、
小
学
校
の
学
習
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
知
識
と
し
て
の

定
着
が
難
し
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
教
科
書
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
を
入
れ
る
実
験
や
、
ビ
ー
カ
ー
に
か
ぶ

せ
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
塩
酸
を
垂
ら
し
穴
が
開
く
様
子
の
観
察
な
ど
も
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
水
溶

液
と
金
属
の
変
化
に
つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

（
3）

学
習
し
た
こ
と
を
実
際
の
自
然
や
日
常
生
活
に
当
て
は
め
て
考
え
さ
せ
る
。
 

 
 
 
こ
の
実
験
は
、
塩
酸
に
金
属
を
入
れ
た
と
き
の
変
化
を
調
べ
る
実
験
で
あ
る
。
水
溶
液
が
ガ
ラ

ス
瓶
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
酸
性
雨
に
よ
る
銅
像
等
の
変
化
、
金
属
製
品
と
洗
剤
等
の
事

例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
の
理
解
を
更
に
深
め
て
い
け
る
。
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Ⅲ-3 理科 特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 



  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
生
物
の
観
察
と
の
関
連
で
観
察
器
具
の
操
作
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る

顕
微
鏡
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
真
横
か
ら
見
な
が
ら
近
付
け
、
接
眼
レ
ン
ズ
を
見
な
が
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
5
.2

6
0
.2

8
4
.2

9
2
.1

9
5
.4

9
8
.9

0
.7

3
.9

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
と
光
合
成
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

光
合
成
と
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
B
T
B
溶
液
を
使
っ
た
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
4
.0

1
6
.6

3
1
.6

4
9
.5

7
3
.9

8
9
.7

1
.3

6
.0

1
.0

0
.2

0
.0

0
.0

3
1

3
植
物
と
呼
吸
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

植
物
の
呼
吸
で
出
入
り
す
る
気
体
に
つ
い
て
、
石
灰
水
を
使
っ
た
実
験
の
結
果
か
ら
考
察
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
0
.3

2
2
.0

6
1
.8

8
6
.6

9
6
.4

1
0
0
.0

9
.1

3
4
.6

9
.8

1
.1

0
.0

0
.0

4
2

1
植
物
の
維
管
束
に
つ
い
て
、
観
察
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

染
色
し
た
根
茎
葉
の
観
察
を
基
に
、
道
管
・
師
管
の
役
割
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
3
.6

3
6
.7

6
8
.4

8
6
.3

8
9
.9

9
8
.9

0
.8

5
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

2
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ
植
物
に
つ
い
て
、
種
子
植
物
と
の
違
い
に
着
目
し
て
捉
え
る

種
子
を
つ
く
ら
な
い
植
物
の
仲
間
と
し
て
、
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ
植
物
の
胞
子
、
維
管
束
、
葉
茎
根
な
ど
の
共
通
点
と
差
異
点
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
3
.8

3
0
.1

5
2
.1

7
4
.6

9
2
.2

9
5
.4

1
.2

6
.0

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

6
2

3
植
物
と
水
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

植
物
の
蒸
散
と
吸
水
の
関
係
に
つ
い
て
実
験
の
結
果
を
基
に
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
7
1
.5

4
4
.9

6
5
.8

7
8
.4

9
0
.5

9
5
.4

1
.7

8
.4

1
.0

0
.2

0
.0

0
.0

7
3

1
火
山
の
形
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
粘
性
と
関
連
付
け
な
が
ら
捉
え
る

火
山
の
形
、
溶
岩
の
色
、
噴
火
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
ね
ば
り
け
な
ど
の
性
質
と
関
連
付
け
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
2
.6

5
0
.6

8
0
.5

9
1
.6

9
7
.4

9
8
.9

1
.4

8
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

2
地
震
の
大
き
さ
や
伝
わ
り
方
の
規
則
性
を
捉
え
る

震
源
か
ら
の
距
離
と
地
震
に
つ
い
て
、
P
波
と
S
波
の
特
徴
と
関
連
付
け
、
主
要
動
、
初
期
微
動
継
続
時
間
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
7
.5

6
.3

2
1
.9

6
5
.0

9
1
.2

1
0
0
.0

3
3
.1

6
9
.3

4
8
.2

1
8
.7

3
.6

0
.0

9
4

1
地
層
を
構
成
す
る
堆
積
岩
の
特
徴
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
捉
え
る

れ
き
岩
、
砂
岩
、
泥
岩
と
石
灰
岩
と
チ
ャ
ー
ト
の
特
徴
か
ら
、
石
灰
岩
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
8
.3

3
3
.4

6
1
.8

7
9
.9

8
8
.2

9
0
.8

1
.4

8
.1

0
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
0

4
2

示
相
化
石
や
示
準
化
石
か
ら
過
去
の
環
境
や
地
質
年
代
を
推
定
す
る

凝
灰
岩
の
層
に
挟
ま
れ
た
ビ
カ
リ
ア
（
示
準
化
石
）
か
ら
当
時
起
こ
っ
た
こ
と
と
地
質
年
代
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
1
.8

1
3
.3

2
8
.1

3
2
.1

5
0
.7

6
0
.9

3
2
.0

5
7
.5

3
8
.4

2
7
.4

1
0
.1

1
.1

1
1

5
1

光
が
水
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
物
質
の
境
界
面
で
反
射
、
屈
折
す
る
と
き
の
規
則
性
に
つ
い
て
捉
え
る

半
円
形
ガ
ラ
ス
を
通
り
ぬ
け
る
光
の
道
筋
を
調
べ
、
光
の
屈
折
に
つ
い
て
作
図
し
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
8
.0

2
5
.0

4
9
.4

6
8
.0

7
9
.7

9
4
.3

4
.3

2
0
.5

2
.4

0
.5

0
.0

0
.0

1
2

5
2

凸
レ
ン
ズ
の
働
き
に
つ
い
て
、
物
体
の
位
置
と
像
の
位
置
及
び
像
の
大
き
さ
の
関
係
を
捉
え
る

花
び
ん
を
通
し
て
向
こ
う
に
あ
る
物
体
を
見
る
と
上
下
左
右
が
反
対
に
見
え
る
理
由
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

7
.3

0
.0

1
.0

7
.9

1
5
.4

4
7
.1

2
0
.2

4
0
.7

2
3
.7

1
4
.5

7
.8

3
.4

1
3

5
3

音
は
も
の
が
振
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
音
の
高
さ
や
大
き
さ
と
発
音
体
の
振
動
の
仕
方
の
関
係
を
捉
え
る

オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
等
の
波
形
か
ら
同
じ
高
さ
の
音
を
示
す
波
形
と
高
く
て
大
き
な
音
を
示
す
波
形
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
4
.2

4
0
.1

6
7
.1

8
4
.6

9
6
.1

1
0
0
.0

3
.3

1
7
.2

1
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

6
1

重
さ
（
物
体
に
働
く
重
力
の
お
お
き
さ
）
と
質
量
（
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
量
）
の
違
い
に
つ
い
て
捉
え
る

地
球
上
と
月
面
上
の
重
力
と
質
量
の
違
い
に
つ
い
て
、
ば
ね
の
伸
び
を
測
定
し
た
値
と
上
皿
て
ん
び
ん
の
図
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
6
.1

2
8
.3

6
7
.9

9
4
.2

9
8
.7

1
0
0
.0

2
.4

1
2
.3

1
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

6
2

水
圧
や
大
気
圧
の
実
験
を
行
い
、
結
果
を
水
と
空
気
の
重
さ
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

水
中
に
沈
め
る
物
体
の
深
さ
と
ば
ね
ば
か
り
の
伸
び
の
結
果
か
ら
、
浮
力
と
水
中
に
あ
る
部
分
の
体
積
の
関
係
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

2
4
.8

0
.9

7
.4

2
6
.2

6
5
.4

8
7
.4

2
5
.6

6
0
.5

3
3
.2

1
5
.4

1
.3

0
.0

1
6

7
1

身
の
回
り
の
物
質
に
つ
い
て
密
度
や
加
熱
し
た
と
き
の
変
化
な
ど
固
有
の
性
質
が
あ
る

い
ろ
い
ろ
な
物
質
の
体
積
と
質
量
の
デ
ー
タ
か
ら
密
度
を
求
め
、
そ
の
物
質
を
特
定
し
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
4
.6

2
2
.3

6
5
.6

9
4
.5

9
9
.3

1
0
0
.0

1
0
.1

3
9
.2

1
0
.5

1
.2

0
.0

0
.0

1
7

7
2

加
熱
器
具
と
し
て
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
目
的
、
構
造
、
使
い
方
を
知
り
、
操
作
で
き
る

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
に
火
を
つ
け
て
炎
を
調
節
す
る
と
き
の
、
正
し
い
操
作
の
手
順
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
3
.6

4
4
.6

6
7
.9

8
2
.6

9
0
.2

9
8
.9

1
.8

1
0
.5

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

7
3

気
体
を
発
生
さ
せ
る
方
法
、
気
体
の
捕
集
法
な
ど
の
技
能
を
身
に
つ
け
る

水
上
置
換
法
・
上
方
置
換
法
・
下
方
置
換
法
に
つ
い
て
、
水
へ
の
溶
け
や
す
さ
と
密
度
の
大
き
さ
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
1
.8

2
1
.4

4
8
.5

7
6
.3

9
0
.5

1
0
0
.0

4
.4

1
9
.0

3
.7

0
.3

0
.0

0
.0

1
9

8
1

水
溶
液
か
ら
溶
質
を
取
り
出
す
こ
と
に
つ
い
て
溶
解
度
曲
線
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

8
0
℃
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
飽
和
水
溶
液
を
2
0
℃
に
冷
や
す
と
何
ｇ
が
再
結
晶
し
て
出
て
く
る
か
、
溶
解
度
曲
線
を
も
と
に
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
2
.0

2
.4

1
5
.6

5
9
.4

8
5
.9

9
4
.3

1
1
.3

3
2
.5

1
5
.3

3
.7

0
.0

0
.0

2
0

8
2

状
態
変
化
に
よ
っ
て
物
質
の
体
積
は
変
化
す
る
が
質
量
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
捉
え
る

液
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
固
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
、
実
験
の
結
果
を
質
量
、
体
積
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
1
.0

0
.0

0
.6

9
.6

2
6
.5

8
3
.9

3
7
.9

6
7
.5

5
1
.0

2
7
.7

1
1
.4

1
.1

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
5
7
.1

2
5
.0

4
7
.4

6
7
.0

8
0
.7

9
1
.7

1
4

7
0
.0

6
7
.8

3
2
.6

5
9
.0

7
9
.4

9
0
.6

9
6
.8

6
3
0
.0

3
2
.1

7
.1

2
0
.1

3
7
.9

5
7
.6

7
9
.9

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
3
7
.7

1
2
.5

2
6
.7

4
3
.7

6
2
.3

8
2
.1

6
3
0
.0

3
6
0
.8

2
8
.4

4
9
.5

7
1
.3

8
5
.9

9
6
.0

8
4
0
.0

4
7
3
.1

3
5
.8

6
6
.1

8
5
.5

9
4
.0

9
7
.4

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
4
8
.1

1
8
.9

3
8
.5

5
6
.2

7
1
.0

8
5
.7

5
2
5
.0

B
5
2
.6

1
8
.1

3
9
.7

6
4
.5

7
8
.5

9
5
.4

6
3
0
.0

C
6
8
.1

3
5
.1

6
0
.6

7
7
.9

8
9
.7

9
6
.4

4
2
0
.0

D
5
7
.5

2
5
.9

4
8
.1

6
7
.2

8
1
.9

8
7
.6

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
6
.6
%

3
1
.0
%

3
2
.8
%

1
5
.3
%

4
.3
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
2
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
1
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6
.6
%

3
1
.0
%

3
2
.8
%

1
5
.3
%

4
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
植
物
と
光
合
成
に
関
わ
る
設
問
 
大
問

1（
2）

 
基
礎

B 
44
.0
％
】
 

■
 
分
析
 

呼
気
を
水
溶
液
に
吹
き
込
む
こ
と
で
水
溶
液
に
溶
け
た
気
体
は
何
か
、
ま
た
、
BT
B
溶
液
の
色
の

変
化
か
ら
水
溶
液
の
性
質
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
考
え
、
記
号
を
選
ぶ
設
問
で
あ
る
。
通
過

率
は

R1
が

16
.6
％
、
R2

が
31
.6
％
、
R3

が
49
.5
％
、
R4

が
73
.9
％
、
R5

が
89
.7
％
で
あ
っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

 
 
誤
答
類
型
を
み
る
と
、
呼
気
に
よ
っ
て
水
溶
液
に
溶
け
た
の
は
「
酸
素
」
で
あ
る
と
選
択
し
た
生

徒
が
全
体
の

18
.6
％
に
対
し
、「

二
酸
化
炭
素
」
で
あ
る
と
選
択
し
た
生
徒
は

80
.5
％
で
あ
り
、
溶

け
た
気
体
に
関
し
て
は
正
し
い
理
解
が
身
に
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
問
わ

れ
て
い
る

BT
B
溶
液
の
色
が
青
か
ら
緑
に
変
化
し
た
こ
と
か
ら
水
溶
液
が
何
性
に
変
化
し
た
か
に
つ

い
て
は
、
誤
答
で
あ
る
「
ア
ル
カ
リ
性
」
を
選
択
し
た
生
徒
が

46
.1
％
と
多
く
、
正
答
で
あ
る

「
中
性
」
を
選
択
し
た
生
徒
は

53
.0
％
だ
っ
た
。
 

二
酸
化
炭
素
が
水
に
溶
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
溶
液
が
何
性
に
変
化
す
る
の
か
、
ま
た
、
BT
B
溶

液
の
色
が
緑
色
の
と
き
は
何
性
を
表
し
て
い
る
の
か
に
学
習
の
つ
ま
ず
き
が
あ
る
。
正
答
以
外
を
選

ん
だ
生
徒
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
BT
B
溶
液
の
色
の
変
化
と
水
溶
液
の
性
質
の
変
化
を
関
連
付
け
て
理
解
で
き
て
い
な
い
。
 

・
二
酸
化
炭
素
が
溶
け
る
こ
と
で
水
溶
液
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
変
化
が
起
き
て
い
る
か
を
正
し
く

理
解
で
き
て
い
な
い
。
 

 ■
 
改
善
策
 

（
1）

二
酸
化
炭
素
の
溶
け
る
量
に
よ
っ
て

BT
B
溶
液
の
色
が
変
化
す
る
様
子
を
実
験
で
確
認
さ
せ
る
。
 

 
 
 
二
酸
化
炭
素
を
水
溶
液
に
吹
き
込
む
こ
と
で
青
か
ら
順
に
緑
、
黄
色
と
色
が
変
化
す
る
こ
と
は

第
1
学
年
の
教
科
書
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
水
溶
液
に
よ
る

BT
B
溶
液
の
色
が
変
化

す
る
こ
と
は
十
分
定
着
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
変
化
の
途
中
で
あ
る
緑
色
の
理
解

が
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
実
験
を
行
い
呼
気
の
量
を
調
節
す
る
こ
と

で
、
緑
色
で
変
化
を
止
め
る
等
、
実
体
験
で
記
憶
を
定
着
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
。
 

（
2）

細
か
な
指
導
を
行
い
、
二
酸
化
炭
素
と

BT
B
溶
液
の
色
の
変
化
を
定
着
さ
せ
る
。
 

 
 
 
二
酸
化
炭
素
が
水
溶
液
の
性
質
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
生
徒
が
理
解
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
R1

の
通
過
率
を
考
え
る
と
き
め
細
か
な
指
導
も
必
要
と
な
る
。
 

（
2）

水
溶
液
中
に
溶
け
る
二
酸
化
炭
素
の
量
の
増
減
と
水
溶
液
の
性
質
の
変
化
を
関
連
付
け
る
。
 

 
 
 
水
中
の
二
酸
化
炭
素
の
量
を
視
認
で
き
る
よ
う
、
モ
デ
ル
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
水
溶
液
中
の

二
酸
化
炭
素
の
量
が
増
減
す
る
こ
と
で
何
度
も
性
質
が
変
化
す
る
こ
と
、
中
性
の
状
態
で
は
水

中
の
モ
デ
ル
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
視
覚
と
関
連
付
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
く
。
 

【
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
析
出
と
溶
解
度
曲
線
の
設
問
 
大
問

8 
(1
) 

 基
礎

B 
42
.0
％
】
 

■
 
分
析
 

80
℃
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
飽
和
水
溶
液
を

20
℃
に
冷
や
す
と
何

g
が
析
出
し
て
出
て
く
る
か
を
、

溶
解
度
曲
線
を
基
に
考
察
し
答
え
る
、
観
察
・
実
験
の
技
能
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。
通
過
率
は

段
階
別
に
み
る
と
、
R1

が
2.
4％

、
R2

が
15
.6
％
、
R3

が
59
.4
％
、
R4

が
85
.9
％
、
R5

が
94
.3
％

で
あ
っ
た
。
 

 

■
 
考
察
 
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
、
無
答
が

10
.4
％
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
誤
答
が

43
.6
％
と
多
い
。
単
純

な
計
算
ミ
ス
な
の
か
、
学
習
内
容
の
誤
っ
た
理
解
な
の
か
、
原
因
に
つ
い
て
は
判
断
で
き
な
い
。
次

年
度
以
降
は
、
詳
し
い
誤
答
の
種
類
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
つ
ま
ず
き
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
更

な
る
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
 

溶
解
度
に
関
す
る
問
題
は
、
変
化
前
後
の
溶
質
の
量
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の
差
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
。
溶
解
度
で
は
溶
媒
の
量
と
溶
質
の
量
は
比
例
し
て
い
る
た
め
、
つ
ま
ず
き
の
原
因
と
し
て

は
、
比
例
式
の
解
き
方
、
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
の
学
習
に
お
け
る
計
算
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

溶
解
度
の
理
解
 

溶
解
度
は

10
0M
L
の
溶
媒
に
対
す
る
溶
質
の
量
を
表
し
、
溶
媒
の
量
と
溶
質
の
量
は
比
例
す
る
。

こ
れ
は
、
重
要
な
事
柄
な
の
で
必
ず
理
解
さ
せ
た
い
。
溶
解
度
に
お
け
る
計
算
で
は
、
変
化
前

の
溶
質
の
量
を
求
め
て
か
ら
、
変
化
後
の
溶
質
の
量
と
の
差
を
求
め
る
の
が
定
石
で
あ
る
。
溶

解
度
の
分
野
で
は
、
溶
解
度
曲
線
の
学
習
・
習
得
が
欠
か
せ
な
い
。
 

中
学
校
で
は
、
溶
媒
を
水
に
限
定
し
た
水
溶
液
を
詳
し
く
学
習
し
て
い
る
。
最
も
身
近
な
液
体

で
あ
る
水
に
限
定
し
、
そ
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
溶
媒
に
他
の
液
体
を
使
っ
た
高
校

の
化
学
の
分
野
の
学
習
へ
と
つ
な
げ
や
す
い
。
 

砂
糖
や
食
塩
と
い
っ
た
物
質
が
高
い
温
度
の
水
に
溶
け
や
す
い
こ
と
や
、
水
の
量
を
増
や
せ
ば

溶
け
や
す
い
こ
と
な
ど
を
、
生
徒
は
日
常
生
活
に
お
い
て
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
溶
け
る
量

ま
で
着
目
す
る
こ
と
は
少
な
い
う
え
、
溶
け
た
物
質
は
見
え
な
い
く
ら
い
小
さ
く
な
り
無
く
な

っ
て
し
ま
う
。
見
え
な
い
く
ら
い
小
さ
い
粒
と
い
う
概
念
理
解
の
難
し
さ
、
溶
解
度
の
求
め
方

や
実
験
方
法
が
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
溶
解
度
を
実
際
に
測
定
し
た
り
、
溶
解
度

曲
線
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
解
を
難
し

く
す
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
溶
解
度
の
理
解
を
深
め
る
に
は
、
溶
解
現

象
を
観
測
し
、
実
験
で
デ
ー
タ
を
得
て
、
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
比
例

式
を
解
く
な
ど
数
学
の
力
が
大
切
に
な
る
。
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
濃
度
や
比
例
式
の
求
め
方
の
学

習
で
は
数
学
科
と
の
連
携
を
図
り
、
教
科
間
で
協
働
し
て
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

Ⅲ- 理科特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 

            

- 109 - 



  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
染
色
し
た
り
顕
微
鏡
の
倍
率
を
変
え
た
り
し
て
観
察
を
行
い
、
植
物
と
動
物
の
細
胞
の
つ
く
り
の
特
徴
を
捉
え
る

植
物
の
細
胞
の
顕
微
鏡
観
察
に
適
し
て
い
る
も
の
が
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
で
あ
る
こ
と
、
酢
酸
オ
ル
セ
イ
ン
で
染
色
す
る
と
よ
く
見
え
る
部
分
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

3
4
.1

4
.3

2
1
.5

4
4
.2

7
0
.5

8
5
.1

2
.6

1
2
.8

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
動
物
の
消
化
・
吸
収
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
を
行
い
、
観
察
・
実
験
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

だ
液
に
よ
る
で
ん
ぷ
ん
の
変
化
の
実
験
で
、
ヨ
ウ
素
液
及
び
ベ
ネ
ジ
ク
ト
液
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
0
.4

9
.3

2
2
.1

5
3
.0

8
8
.2

9
5
.0

3
.1

1
4
.4

1
.2

0
.2

0
.0

0
.0

3
1

3
動
物
の
血
液
の
循
環
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
を
行
い
、
観
察
・
実
験
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

肺
循
環
・
体
循
環
の
図
か
ら
、
酸
素
を
多
く
含
ん
だ
血
液
（
動
脈
血
）
と
酸
素
の
少
な
い
血
液
（
静
脈
血
）
が
流
れ
る
血
管
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

3
6
.8

6
.4

2
6
.0

4
5
.3

7
3
.6

8
8
.1

3
.7

1
3
.9

2
.9

0
.3

0
.5

0
.0

4
1

4
動
物
が
外
界
の
刺
激
に
適
切
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
を
感
覚
器
官
、
神
経
系
の
し
く
み
と
関
連
し
て
捉
え
る

無
意
識
の
う
ち
に
明
る
い
と
こ
ろ
で
は
瞳
が
小
さ
く
、
暗
い
と
こ
ろ
で
は
瞳
が
大
き
く
変
化
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
4
.9

1
4
.4

3
1
.2

5
6
.4

8
2
.7

9
4
.1

1
.4

7
.2

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

1
セ
キ
ツ
イ
動
物
が
そ
の
特
徴
か
ら
幾
つ
か
の
仲
間
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
捉
え
る

生
活
の
場
所
、
移
動
の
た
め
の
器
官
、
呼
吸
器
官
、
体
温
調
節
、
子
の
生
ま
れ
方
な
ど
調
べ
た
結
果
か
ら
該
当
す
る
仲
間
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
7
.2

3
7
.9

5
9
.9

7
9
.0

9
2
.7

9
4
.1

1
.2

6
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
2

2
動
物
の
進
化
の
過
程
に
つ
い
て
進
化
の
証
拠
を
も
と
に
捉
え
る

相
同
器
官
や
痕
跡
的
に
残
っ
て
い
る
器
官
な
ど
の
証
拠
か
ら
、
標
準
的
な
動
物
の
進
化
の
過
程
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

6
0
.8

2
1
.1

5
4
.9

7
8
.6

7
9
.5

9
4
.1

2
0
.3

5
3
.9

2
3
.7

6
.2

3
.6

0
.0

7
3

1
霧
や
雲
の
発
生
に
つ
い
て
、
気
温
に
よ
る
飽
和
水
蒸
気
量
の
変
化
、
湿
度
の
変
化
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

雲
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
水
蒸
気
、
上
昇
、
膨
張
、
気
温
、
露
点
の
言
葉
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
4
.2

3
2
.8

6
0
.9

7
5
.0

8
2
.7

9
4
.1

2
.1

1
0
.1

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

2
前
線
の
通
過
に
伴
う
天
気
の
変
化
に
つ
い
て
、
観
測
結
果
に
基
づ
い
て
、
暖
気
、
寒
気
と
関
連
付
け
て
捉
え
る

寒
冷
前
線
の
通
過
に
伴
う
天
気
の
特
徴
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
気
温
、
湿
度
、
風
向
、
風
力
の
気
象
デ
ー
タ
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
4
4
.2

1
6
.0

3
9
.3

5
4
.5

6
4
.5

7
2
.3

2
.6

1
2
.3

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

9
3

3
日
本
の
気
象
を
大
気
の
動
き
関
連
付
け
て
、
海
洋
の
影
響
に
関
連
付
け
て
捉
え
る

１
日
の
海
陸
風
、
夏
と
冬
の
季
節
風
に
つ
い
て
大
陸
と
海
洋
の
気
温
の
変
化
の
違
い
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
4
.1

2
6
.1

5
9
.3

7
8
.1

8
9
.1

9
4
.1

2
.3

1
0
.9

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

1
0

3
4

気
象
情
報
や
天
気
図
を
も
と
に
天
気
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
予
想
す
る

低
気
圧
や
前
線
の
天
気
図
と
気
温
・
湿
度
・
気
圧
・
風
向
・
風
力
な
ど
の
気
象
情
報
か
ら
1
2
時
間
後
の
天
気
を
予
想
し
根
拠
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
4
.6

9
.1

3
0
.3

5
9
.9

8
2
.7

9
1
.1

2
9
.5

6
8
.5

3
5
.0

1
4
.0

5
.0

0
.0

1
1

4
1

電
流
は
電
子
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
を
捉
え
る

図
を
見
て
、
電
流
が
流
れ
る
と
は
－
の
電
気
を
帯
び
た
小
さ
な
粒
子
（
電
子
）
が
－
極
か
ら
＋
極
へ
移
動
す
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
2
.2

1
5
.2

3
9
.7

6
8
.4

8
7
.7

9
2
.1

2
.3

1
1
.7

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

電
流
計
・
電
圧
計
・
電
源
装
置
の
使
い
方
を
知
り
、
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

回
路
に
計
器
を
つ
な
い
だ
２
つ
の
図
か
ら
、
電
流
計
と
電
圧
計
の
正
し
い
つ
な
ぎ
方
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
5
.2

6
.4

3
9
.1

7
9
.4

9
6
.8

9
9
.0

6
.7

2
6
.7

4
.9

0
.5

0
.0

0
.0

1
3

5
1

金
属
線
に
加
わ
る
電
圧
と
電
流
の
測
定
を
行
い
、
電
圧
と
電
流
の
関
係
及
び
抵
抗
と
の
規
則
性
を
捉
え
る

電
圧
と
電
流
の
グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
、
電
圧
2
.0
v
、
電
流
0
.1
0
A
時
の
抵
抗
の
大
き
さ
、
抵
抗
2
0
Ω
、
電
流
0
.3
0
A
時
の
電
圧
の
大
き
さ
を
求
め
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
8
.0

6
.1

2
2
.8

4
8
.7

8
1
.4

9
5
.0

4
.9

1
7
.9

4
.0

0
.9

0
.0

0
.0

1
4

5
2

電
流
に
よ
る
発
熱
実
験
に
よ
り
、
電
力
の
違
い
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
の
量
に
違
い
が
あ
る
こ
と
捉
え
る

3
つ
の
電
熱
線
に
よ
る
発
熱
量
の
グ
ラ
フ
か
ら
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、
発
熱
量
＝
電
力
×
時
間
で
あ
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
0
.1

2
2
.4

6
6
.9

8
7
.7

9
5
.9

9
9
.0

4
.2

1
7
.9

2
.6

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

5
3

コ
イ
ル
や
磁
石
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
電
磁
誘
導
に
よ
る
電
流
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
直
流
と
交
流
の
違
い
を
捉
え
る

発
電
所
か
ら
各
地
の
変
電
所
ま
で
高
圧
で
送
電
し
て
い
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
電
圧
が
高
い
」
「
交
流
」
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

8
.7

0
.8

3
.7

8
.8

1
5
.5

5
7
.4

4
8
.3

7
7
.6

5
7
.8

3
5
.4

2
4
.5

9
.9

1
6

6
1

炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
加
熱
す
る
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
二
酸
化
炭
素
、
水
に
分
解
す
る
こ
と
を
捉
え
る

発
生
し
た
気
体
を
石
灰
水
で
、
液
体
を
塩
化
コ
バ
ル
ト
紙
で
、
個
体
を
水
に
溶
か
し
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
で
調
べ
た
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.2

1
7
.1

5
6
.5

8
8
.6

9
8
.6

1
0
0
.0

4
.7

2
1
.1

2
.1

0
.5

0
.0

0
.0

1
7

6
2

物
質
は
原
子
や
分
子
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
、
原
子
は
記
号
で
、
化
合
物
の
組
成
は
化
学
式
で
表
さ
れ
る
こ
と
を
捉
え
る

水
、
二
酸
化
炭
素
、
食
塩
に
つ
い
て
、
分
子
モ
デ
ル
か
ら
化
学
式
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

基
礎
C

●
■

7
8
.6

3
8
.7

7
7
.8

9
2
.9

9
7
.3

1
0
0
.0

4
.6

2
1
.6

1
.8

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

7
1

鉄
な
ど
の
金
属
の
酸
化
と
酸
化
物
に
つ
い
て
性
質
の
違
い
を
捉
え
る

酸
化
銅
か
ら
酸
素
を
と
る
実
験
で
、
反
応
が
終
わ
っ
た
ら
石
灰
水
か
ら
ガ
ラ
ス
管
を
取
り
出
し
、
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク
で
ゴ
ム
管
を
と
め
冷
や
す
理
由
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
5
.0

1
7
.9

2
7
.6

3
5
.9

6
2
.7

8
2
.2

4
.5

1
9
.7

2
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
9

7
2

金
属
の
酸
化
物
か
ら
酸
素
を
と
っ
て
金
属
を
取
り
出
す
還
元
の
し
く
み
を
捉
え
る

黒
色
の
酸
化
銅
に
炭
素
を
加
え
熱
す
る
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
赤
色
の
銅
が
で
き
る
「
銅
の
還
元
の
仕
組
み
」
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
5
.0

0
.8

1
2
.5

5
1
.6

8
7
.3

9
2
.1

2
2
.9

6
6
.1

2
7
.8

4
.2

0
.0

0
.0

2
0

7
3

鉄
粉
の
酸
化
を
利
用
し
た
カ
イ
ロ
を
自
作
す
る
な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
化
学
変
化
に
よ
る
発
熱
に
つ
い
て
捉
え
る

化
学
カ
イ
ロ
が
密
閉
性
の
高
い
外
袋
を
あ
け
内
袋
を
ふ
る
と
暖
か
く
な
る
仕
組
み
を
、
鉄
粉
、
空
気
、
酸
化
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
7
.4

2
2
.9

6
1
.5

8
6
.4

9
1
.8

9
7
.0

2
0
.3

5
9
.2

2
3
.1

4
.8

0
.9

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
5
0
.4

1
6
.3

4
0
.7

6
3
.6

8
1
.1

9
0
.8

1
4

7
0
.0

5
2
.6

1
8
.9

4
3
.7

6
4
.8

8
3
.4

9
1
.8

6
3
0
.0

4
5
.3

1
0
.2

3
3
.7

6
0
.8

7
5
.6

8
8
.4

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

2
4
5
.1

1
1
.0

3
4
.5

5
9
.9

7
4
.0

8
6
.1

6
3
0
.0

3
4
7
.3

1
2
.8

3
6
.2

5
9
.7

8
2
.9

9
2
.7

8
4
0
.0

4
5
6
.5

2
3
.4

4
9
.2

6
8
.7

8
3
.8

9
1
.1

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
4
4
.8

1
0
.2

3
4
.4

5
8
.6

7
5
.5

8
8
.5

5
2
5
.0

B
5
6
.4

1
9
.5

4
7
.2

7
1
.1

8
7
.5

9
4
.3

6
3
0
.0

C
4
7
.4

1
5
.6

3
5
.9

5
9
.4

8
1
.2

9
1
.7

4
2
0
.0

D
5
4
.3

2
1
.0

4
7
.4

6
6
.9

7
9
.8

8
7
.9

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
8
.5
%

3
3
.6
%

3
2
.0
%

1
0
.9
%

5
.0
%

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 00

校
種
・
学
年

中
学
校
第
3
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
2
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8
.5
%

3
3
.6
%

3
2
.0
%

1
0
.9
%

5
.0
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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【
酸
化
銅
の
還
元
に
つ
い
て
の
設
問
 
大
問

7（
1）

  
基
礎

B 
35
.0
％
】

 
■
 
分
析
 

 
 
試
験
管
で
酸
化
銅
と
炭
素
粉
末
の
混
合
物
を
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
加
熱
し
、
還
元
し
て
銅
を
取
り
出

す
実
験
の
際
、
二
酸
化
炭
素
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
ら
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク
で
ゴ
ム
管
を
止
め
て
放
冷
す

る
操
作
の
目
的
を
理
解
し
て
い
る
か
を
問
う
、
観
察
・
実
験
の
技
能
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。
通

過
率
は

R1
が

17
.9
％
、
R2

が
27
.6
％
、
R3

が
35
.9
％
、
R4

が
62
.7
％
、
R5

が
82
.2
％
で
あ
っ

た
。
 

 ■
考
察
 

誤
答
類
型
を
み
る
と
誤
答
の
ア
と
ウ
が

33
.5
％
と

22
.7
％
で
多
く
、
無
答
が

4.
9％

、
そ
の
他

が
0.
2％

で
あ
っ
た
。
正
答
以
外
を
選
ん
だ
生
徒
の
つ
ま
ず
き
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
考

え
ら
れ
る
。
 

ア
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
生
徒
は
、
火
を
止
め
る
前
に
ガ
ラ
ス
管
を
石
灰
水
か
ら
抜
か
な
い
と
石
灰

水
が
逆
流
し
て
試
験
管
の
加
熱
部
が
割
れ
る
と
い
う
注
意
が
印
象
に
残
り
、
試
験
管
が
割
れ
る
と
い

う
言
葉
で
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
 

ウ
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
生
徒
は
、
固
体
を
試
験
管
で
加
熱
す
る
際
に
水
が
発
生
し
て
加
熱
部
に
流

れ
な
い
よ
う
に
試
験
管
の
口
を
下
げ
る
と
い
う
注
意
が
印
象
に
残
り
、
口
付
近
に
で
き
た
物
質
が
加

熱
部
に
流
れ
る
と
い
う
言
葉
で
選
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
 

実
験
は
、
皆
行
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
正
解
で
き
な
か
っ
た
生
徒
は
、
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク
で
閉
じ
て

お
か
な
い
と
、
せ
っ
か
く
還
元
し
た
銅
が
、
熱
い
ま
ま
で
空
気
中
の
酸
素
に
触
れ
再
び
酸
化
銅
に
戻

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。
実
験
を
積
極
的
に
行
わ
ず
他
の
生
徒
が
行
う
の
を
見
て

い
る
場
面
が
多
か
っ
た
か
、
操
作
の
意
味
を
考
え
ず
に
手
順
通
り
に
実
験
を
や
っ
た
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

実
験
に
お
け
る
安
全
管
理
・
危
機
管
理
 

火
を
止
め
る
前
に
石
灰
水
中
か
ら
ガ
ラ
ス
管
を
出
さ
な
い
と
、
加
熱
し
て
い
た
試
験
管
に
石
灰
 

水
が
逆
流
す
る
理
由
や
、
試
験
管
の
口
を
少
し
下
げ
て
加
熱
し
な
い
と
加
熱
部
に
発
生
し
た
水

が
流
れ
て
試
験
管
が
割
れ
て
し
ま
う
理
由
を
考
え
さ
せ
、
注
意
さ
れ
た
よ
う
に
し
な
い
と
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
か
を
理
解
さ
せ
て
か
ら
、
実
験
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
（
2）

熱
し
た
銅
に
空
気
中
の
酸
素
が
触
れ
る
と
、
す
ぐ
に
酸
化
銅
に
な
る
こ
と
の
理
解
 

生
徒
実
験
か
演
示
実
験
で
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
熱
し
た
銅
線
を
エ
タ
ノ
ー
ル
の
蒸
気
等

で
還
元
し
、
す
ぐ
に
空
気
中
に
出
す
と
一
瞬
で
黒
い
酸
化
銅
に
な
り
、
ま
た
エ
タ
ノ
ー
ル
の
蒸

気
に
入
れ
る
と
一
瞬
で
赤
い
銅
に
な
る
実
験
等
が
適
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク
で

閉
じ
な
い
と
、
還
元
し
て
で
き
た
銅
が
酸
化
銅
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
い
。
 

【
電
流
、
電
圧
、
抵
抗
の
関
係
に
つ
て
の
設
問
 
大
問

5 
 (
1)
  

基
礎

B 
 3
8.
0％

】
 

■
 
分
析
 

測
定
値
の
グ
ラ
フ
を
基
に
、
電
流
と
電
圧
の
関
係
か
ら
抵
抗
値
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
値
か
ら
オ

ー
ム
の
法
則
を
用
い
て
流
れ
る
電
流
を
計
算
で
求
め
る
実
験
観
察
の
技
能
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。

通
過
率
は
、
R1

が
6.
1％

、
R2

が
22
.8
％
、
R3

が
48
.7
％
、
R4

が
81
.4
％
、
R5

が
95
.0
％
で
あ

っ
た
。
 

 ■
 
考
察
 

本
設
問
の
誤
答
類
型
を
み
る
と
、
無
答
率

4.
9％

、
一
つ
だ
け
正
解
が

41
.2
％
、
そ
の
他
が

17
.7
％
と
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
の
正
答
を
得
る
こ
と
は
、
か
な
り
多
く
の
生
徒
が
で
き
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
正
答
以
外
を
選
ん
だ
生
徒
の
つ
ま
ず
き
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
因

が
考
え
ら
れ
る
。
 

グ
ラ
フ
の
縦
軸
の
単
位
が

mA
で
あ
る
た
め
、
読
み
取
っ
た
値
を

A
に
換
算
し
て
計
算
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
換
算
す
る
こ
と
に
不
慣
れ
で
正
し
い
結
果
に
た
ど
り
着
け
な
い
。
 

ま
た
、
グ
ラ
フ
そ
の
も
の
に
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
活
用
す
る
こ
と
が
苦
手

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
グ
ラ
フ
の
延
長
線
上
に
あ
る
値
が
類
推
で
き
な
い
。
 

さ
ら
に
、
数
学
で
扱
う
一
次
関
数
は
変
数
が
二
つ
で
あ
る
が
、
オ
ー
ム
の
法
則
で
の
変
数
は
三

つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
を
求
め
る
の
か
混
乱
し
て
い
る
。
 

 

■
 
改
善
策
 

（
1）

抵
抗
値
量
の
イ
メ
ー
ジ
化
 

電
流
計
と
電
圧
計
を
用
い
て
実
験
を
行
う
こ
と
は
多
い
が
、
測
定
値
を
繰
り
返
し
求
め
、
グ
ラ

フ
化
す
る
だ
け
で
は
、
物
理
量
の
概
念
の
イ
メ
ー
ジ
化
が
で
き
な
い
。
オ
ー
ム
自
ら
が
オ
ー
ム

の
法
則
を
発
見
し
た
プ
ロ
セ
ス
や
考
え
を
用
い
、
同
じ
物
質
の
抵
抗
(ソ

レ
ノ
イ
ド
コ
イ
ル
な

ど
)の

長
さ
を

2
倍

3
倍
に
変
化
さ
せ
、
電
流
計
で
そ
の
回
路
に
流
れ
る
電
流
を
測
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
抵
抗
の
増
加
に
よ
る
電
流
の
変
化
の
様
子
を
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
電

流
と
抵
抗
の
積
が
一
定
の
値
を
示
し
、
そ
れ
を
電
圧
と
し
て
認
識
さ
せ
る
。
 

（
2）

水
流
を
モ
デ
ル
に
電
流
、
電
圧
、
抵
抗
を
イ
メ
ー
ジ
化
 

電
圧
、
電
流
、
抵
抗
の
関
係
に
つ
い
て
水
流
を
用
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
。
電
流
は
川
で
た
と

え
る
と
水
量
、
電
圧
は
水
位
差

(高
低
差

)で
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
教
科
書
に
イ
ラ
ス
ト
は
あ
る
が
、

平
面
に
立
体
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
水
池
（
水
を
使
っ
た
電
池
の
モ
デ
ル
）

な
ど
が
あ
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
や
す
い
。

 
(3
) 
回
路
図
に
は
情
報
を
必
ず
書
き
込
む
指
導
 

電
圧
は
両
矢
印
、
電
流
は
矢
印
、
抵
抗
は
そ
の
ま
ま
数
値
を
書
き
込
む
。（

単
位
を
含
め
て
）

視
覚
的
に
す
る
こ
と
で
何
が
足
り
な
い
か
、
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
や
す
く
な
る
。
 

Ⅲ- 理科特定の課題に対する調査 教科等別結果の分析と考察 
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４ 総括：理科教育における学びの構造転換に向けて        
 

理科の調査結果では、学年進行に伴い全体の正答率が低下するとともに、R1・2 の増加、

R3 以上の減少傾向がみられた。中学校第 3 学年の R3 以上の生徒の割合は 50％を下回り、

調査対象である 4 教科等の中で最も低い。義務教育の終了までに全ての生徒を R3 以上に

する目標からしても、授業改善の在り方や方策を抜本的に見直す必要がある。 

こうした考えの下、各学年の考察では、基礎的・基本的な知識・技能を趣旨とする設問

を取り上げた。特に課題が大きい粒子の領域は、中学校での通過率の低下が著しい。この

理由としては、小学校での観察・実験の体験が、物質の変化はもとより中学校での溶解度

の変化、熱分解等の事象に粒子の保存性の観点から結び付いていないこと、教員が観察・

実験の機会を与えるにとどまり、結果を整理・分析、解釈・考察し説明する活動が不十分

であること、そもそも育成を目指す資質・能力が不明瞭であることなどが考えられる。 

ここで必要となるのが、理科の特質に応じた見方・考え方を育成する資質・能力の中心

に置くことである。問題解決の過程で自然の事物・事象をどのような視点で捉えるかとい

う見方は、先述した粒子の領域では主として質的・実体的な視点、考え方は、小学校第 3

学年の比較から始まり、関係付け、条件制御、推論を経て中学校の分析・解釈へと系統的

に発展していく思考の過程である。児童・生徒は理科の見方・考え方を自在に働かせ、自

然の事物・事象から問題を見いだし、予想や仮説をもつこと、その解決方法を考えたり、

知識や技能を関連付けより深く理解したりする学びを繰り返すことで、理科の本質知たる

見方・考え方を中核に据えた科学的探究の方法としての「学び方」を確立していく。そし

てそれを、他教科の学習や様々な場面の問題解決で活用できるようになっていく。 

 このような意味での学び方を育むためには、主体的・対話的で深い学びを本質的に実現

する要素である【個別】に選び、【探究】に浸り、【協同】して共に生きる学びへの転換

を図る必要がある。児童・生徒は、授業のみならず学校生活や日常生活の全てにおいて、

本調査にも問うた植物の成長、水中の小さな生物、季節や時間の変化に応じた気温や水温

の変化、月の満ち欠けなどの自然事象に出会う。それらを観察し実験する【探究】の環境

が【個別】に保証されるからこそ、質や量、実体や関係、共通性や多様性、時間や空間と

いった見方＝視点は十分に働き、更なる気付きと問いが生まれる。各々の生活体験の差異

から生まれる多様な問いが許容され、実証性や再現性など科学を科学たらしめる条件を満

たすよう思い思いに活動に浸る過程は、客観性や反証性といった個別の探究から得た知を

公共のものとする条件を追求するとき、おのずと【協同】を生む。豆電球や乾電池、回路

やモーター、発光ダイオードはもちろん、てんびんやはかり、示温テープ、メスシリンダ

ー、気体検知管、石灰水や塩化コバルト紙、フェノールフタレイン溶液等も、そうして先

人が長い時間をかけ構築してきた「科学的文化」の結晶である。児童・生徒はその発見・

発明の過程を学習というかたちで追体験し、もって全ては個人に生まれた気付きと問いが

始まりであったこと、ひいては、それが人間に固有の能力であることを実感する。 

したがって教員は、原初の気付きや問い、発見や発明の喜びを承認する姿勢を根底に据

える必要がある。そして、異校種や多様な人材との協働の下、幼児教育や生活科との系統

性・連続性を踏まえた的確な教授や支援を行うためにも、自らが科学の知の共同探究者と

して児童・生徒と共に在ることが期待される。学びの構造転換はその先にある。 
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